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・対象として挙げられた施設や箇所の位置
を確認するとともに敷地全体での機能のレ
イアウトについて検討を行う。

・現在取り組んでいるプロジェクト、ある
いは今後進めようとしているプロジェク
トを加速するために施設整備マスタープ
ランが果たす役割について具体的に検討
する。

・高専機構の事業上の制約（延べ床面積、
各種制限や改修などの要件）の確認・把握
・法的側面からの制約（接道義務、用途制
限・・・）の確認・把握
・その他

・施設整備に関する課題について、その緊
急度及び対策について、検討する。

Phase2 マスタープランの具体的方策の検討

Phase3 マスタープランの方針設定

Phase4 施設整備の具体的計画案の作成

コンセプト：様々な取り組みや課題を踏まえ、学校の今後の発展のあり方に寄り添った施設整備計画の方向性を設定する。

・コンセプトを具体化するための目標を設定する。

・整備施設・整備箇所のリスト化
・整備計画案（性能、延べ床面積、階数、施設構成ダイアグラム、空間イメージ、など）の作成
・実現に向けたロードマップ（年度計画、アクションプラン）の作成

Phase1 マスタープランの内容及び施設整備の
　　　　状況、課題の把握
　計画案作成に向けて、現在の施設整備の進捗状況や施
設整備に関する課題、及び施設整備に関連するプロジェ
クトの現状、及び将来目標について把握をする。同時に
意見聴取のプロセスを通じて全学的に施設整備マスター
プラン作成に向けた取り組みについての理解を深める。

　Phase1 で把握された状況や課題に対して対応策を検
討することを通して、今後の施設整備のあり方に関する
WG内での議論を通して、施設整備の方向性についての
検討を行う。

　Phase2 までの議論を整理し、施設整備マスタープラ
ンのコンセプトをWG内で確定し、コンセプト実現に
向けての具体的方針を設定する。

　コンセプト及び方針を踏まえて具体的な整備計画案を
作成し、計画案実現に向けての年度計画、アクションプ
ランをまとめ、ロードマップを作成する。

■施設整備マスタープランの作成に向けたワークフロー

■既存計画についての情報整理

■現在抱える課題への対応策について ■現在抱える課題への対応策について ■制約条件の把握■岐阜高専が進める教育・研究事業との
関わりについての検討

■学内の課題の洗い出し ■教育・研究に関する取り組みの把握
・学科、事務部など各セクションから現在、岐阜高専が
抱えている問題や整備への期待について吸い上げる。
・各施設の面積、区分について整理し、把握する。

・主事、WG長からの聞き取りを通して、スタートアップ、
国際交流など現在取り組まれているプロジェクトの状況
と今後の見通しについて把握する。

　近年の営繕事業、概算要求事業の実績について、及び、
現在懸案となっている、あるいは老朽化、陳腐化などに
より近々に改修等の議論が必要になると考えられる施設
について状況を把握する。
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■現況マップ
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(640)
安藤記念館
R1 昭48

(030)
体育館
R2 昭41
1,400 ㎡

武道館
W1 昭41
331 ㎡

(770)開放管理センター

B1 平 6　175 ㎡

渡り廊下渡り廊下渡り廊下

渡り廊下

(470)
１９号
W1 昭44
44 ㎡

水泳プール
25 ｍ

(270)

648 ㎡
昭40
R3(250)

食堂・浴室
R1

昭39、41、44
717 ㎡

(320)

W1 昭43
236 ㎡

Ｄ寮

1,388 ㎡

R3

(310)
Ａ寮

昭39、48
1,341 ㎡

R3

(620)
職員宿舎１号

昭39
600 ㎡

(810)
４号館
R3 昭56
660 ㎡

(850)
福利施設
R2 昭60
834 ㎡

(790)
第２体育館

R1
昭55
880 ㎡

(580)
１８号
W1

昭38
69 ㎡

W1
昭38

(590)
１７号

W1
昭38
69 ㎡

１６号

W1
昭38

(540)
１４号

W1

(550)
１３号

W1

69 ㎡
昭38

(560)
１２号

W1

W1

(410)
１０号

昭41
56 ㎡

(420)
９号

昭41
56 ㎡

W1

W1

56 ㎡

(440)
７号

昭44

(450)
６号

昭44
56 ㎡

(900)管理・器材庫

(040)

(600)

(880)
５号館

(060)屋外便所 R1 昭54　126 ㎡
B1 昭43 50 ㎡

(500)屋内運動場
S1 昭46、52　192 ㎡

(460)クラブ室
S1 平22 96 ㎡

(740)器具庫
S1 昭53 80 ㎡

774 ㎡

(050)器具庫
B1 昭40 84 ㎡

(860)男子更衣室
R1 昭63 48 ㎡

野　球　場

国
道
３
０
３
号

R1 昭42 103 ㎡
(020)バス車庫

(680)物品庫
S1 昭52 54 ㎡

R1 昭39 90 ㎡
(010)守衛室

(520)図書館
R2 昭47、48
1,916 ㎡

昭40、44、54

840 ㎡
平22

S2

テクノセンター
(130)

B1 昭39 18 ㎡

(150)ろ過浄化装置上屋
(140)ポンプ室B1 昭43 39 ㎡

(070)
１号館
R3、S3
昭39

(820)学科事務室棟
S3 昭57 308 ㎡

(090)渡り廊下
R1 昭41 109 ㎡

(840)材料置場上屋
S1 昭59 44㎡

(490)測量器材室
S1 昭45 16㎡

(720)構造計測実験室
S1 昭52 62㎡

(100)
２号館

R3
昭40、41

平12
3,573 ㎡

(760)
電気実験
準備室
S1 昭54 64 ㎡

(660)構造疲労実験室
S1 昭51 65㎡

(870)建築工作実習室
S1 昭63 100㎡

S1 昭58  7 ㎡

(510)材料保管室（ｷｭｰﾎﾟﾗ上屋）
S1 昭46 34 ㎡

（高周波溶解炉上屋）
(750)溶接ｴﾘｱ北側

S1 昭54 37 ㎡

(160)ガスボンベ室
B1 昭41 24 ㎡

(170)文化クラブ室
S1 昭41 160 ㎡

(180)ボイラー室
R1 昭42 154 ㎡

R1 平2 104 ㎡
(890)風洞実験室

(190)燃料庫
B1 昭43 11 ㎡

屋外便所・シャワー室
B1 昭52 28 ㎡

(200)水理実験室
S1 昭41、42、53 254 ㎡

B1 昭42 25 ㎡
(210)水泳プール更衣室

(220)水泳プール機械室
B1 昭42 11 ㎡

(780)排水処理施設
R1 昭54 30 ㎡

(650)水泳プールスタンド

(920)
専攻科棟
R4 平 9
1,160 ㎡

(930)
６号館
R4 平12
1,120 ㎡

(630)ポンプ室
R1 昭48 10 ㎡

(280)寮電気室

(730)食品庫
S1 昭53 10 ㎡

(260)浴室
R1 昭44 54 ㎡

R2 昭44　295 ㎡
(240)寮管理棟

R1 昭50 107 ㎡

(800)庭球器具庫
B1 昭55 33 ㎡

R5 平6

(330)ガスボンベ室
B1 昭39 8 ㎡

66 ㎡

66 ㎡

(570)１１号
W1 昭38 １５号

(610)

W1 昭38

平2、平28

平12
平27

2,332 ㎡

R3 昭44　622 ㎡
(110)一般教室棟

(960)2号館倉庫
S1 平29 8㎡

91 ㎡

(830)屋外便所

(950)

S1 平26 9㎡
3号館倉庫

工具・演習室

4,036 ㎡

昭38
67 ㎡

80 ㎡
100 ㎡

(121)

R3 昭44
3号館（建築学科）

3号館（機械工学科）

1,686 ㎡

R3 昭41
1,785 ㎡

648 ㎡

(301)
Ｂ・Ｃ寮（Ｂ寮）

895 ㎡
R3 昭44

R3 昭41
Ｂ・Ｃ寮（Ｃ寮）

(300) (970)

1,502 ㎡

R4、S4

Ｆ寮

Ｇ寮

R3 令3

８５４㎡
（住戸のみ）
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・自販機の種類（スナック菓子、グミ、カップ麺）を増やしてほしい（M) 
・弁当業者が正門前等 ( 又は売店 ) で多種類の弁当を販売できるように配慮し
てほしい .（M)
・学生から近くにコンビニが無く不便と聞きます . 思い切ってコンビニを学内
に誘致してください .（M)
・売店を拡充して欲しい（M)

■売店・販売機能の充実

・清掃業者の控え室、昼食場所がない。(G)

・小会議室がもう一つあるとよい (G)

・職員の休憩室が少ない。（車内や物置で昼食を食べている）(G)

・北の倉庫（総務・人事、企画・研究協力　書庫）の容量が少なく、書類で溢
れて整理整頓ができていないため、新しい倉庫（書庫）が必要。(So) 

■スペースの不足←→充実
＜居場所＞

＜倉庫＞

＜会議室＞
・学寮食堂厨房の改修（厨房床のドライシステム化、厨房内のエアコン設置
等）(G) 

・寮食堂調理場機器の刷新　食器返却用ベルトコンベアの劣化が激しいが、古
すぎて修理部品もないため（Sh)

■寮食堂の老朽化

・課外活動としてモノづくりができる部屋などの環境がない．(D)
・実験室を増やして欲しい（M)
・水理実験室を含めたキャンパス東側の老朽建物の改修 (C) 

・ロボット研究会の部室がエアコンがなく作業環境が悪い．(D)

■モノづくり環境の不足、整備

・高専の東側が暗いイメージがある．岐阜第一高校前の交差点も壁があって見
通しが悪く，歩道も狭い．東側の壁を撤去して，外から高専が見えるようして
はどうか？交差点周辺の見通しも良くなる．宿舎側から図書館までの東側が外
部の方も通れるようにして，文科系の部室も整備して地域の方々と交流できる
ようにしてはどうか？ (D)

・便所という表記は変更した方が良いと思います .（M)

・キャンパス内動線の明確化，不要な段差・勾配の解消，舗装の改善 (C)

・4号館渡り廊下を南に出た時に左に見える建物が電子制御工学科棟と分かる
ように壁面にサイン (G) 

・1 号館から図書館棟までの屋根付き通路が無い (G) 

■分かりやすさ・移動しやすさ
＜動線の整備＞

＜サイン計画＞

・専攻科棟周辺駐車場の整備（水はけが悪いので舗装があると良い。あとは、
駐車用の白線もあると・・・）(C)

・構内樹木が弱っている (G) ・丸池の老朽化（亀裂等）(G)
・図書館南玄関前のケヤキの木が図書館建物側に傾きつつあり、結構大きな枯
れた枝が落ちてきて危ない。(G)

・正門喫煙所は見栄えも悪く設置場所の再検討をしてほしい (C)

・正門横の掲示板があまり利用されていない (G) 
・段ボール回収所の建屋が朽ち果てそうなので、新設してほしい（M)

■構内環境の劣化・整備・活用
＜植栽・池＞

＜その他＞

＜駐車場＞

・屋外便所（野球場バックネット裏）修繕　使用できない便器多数（Sh) 

・シャワー室を使いやすい場所に設けてはどうか。(A) 

・外にトイレはないので，外部活の練習試合などで外部の方がトイレを利用で
きない．(D)

・ジェンダーレス更衣室の新設　性別違和を抱えている方にとってはもちろん
のこと、更衣室で着替えたい男子学生にとっても必要（Sh)

・第二体育館に（男女）更衣室、女子トイレがない。(A)

・サッカー部や陸上部など、着替えスペースがない。公衆の面前で着替えるの
は倫理的にどうか？ (A) 

■更衣室・シャワー・トイレの整備
＜屋外トイレ＞

＜更衣室・シャワー・トイレ＞

・伊吹の改修時に男女関係なく使える更衣室（みんなの更衣室）を提案したが
実現しなかった (A)

・テニスコート面数不足（Sh)

・部室を改修し , 面積を増やしてあげてほしいです . 皆が着替えもできない狭
さです .（M)

・プールの老朽化（漏水・腐食等）(G)

・サッカー ( ラグビー ) グランドの土が深く , 足が取られ , 練習・試合にならな
いので改修ほしい .（M)

・野球場防球フェンズ高さ不足　ファールボールが西側道路や安藤記念館方向
に飛び出す（Sh)

・野球場内野　土が不足し小石の表出多数（Sh)

・国際寮建設のためにテニス場が潰されたので作ってほしい .（M) 

・ラグビー・サッカー・陸上部用としてグランドに LED照明をつけてほしい .
冬は暗くて練習にならない .（M)

■運動施設の不具合・劣化、改善

＜グラウンド＞

＜テニスコート＞

＜プール＞

＜部室＞

・教室、寮棟、食堂等の照明器具の LED化 (G) 

・図書館センターのトイレが詰まりやすい。
（配管が細いと聞いているが改善をしてほしい。）(G)
・図書館センターにエレベーターがなく、負傷者 ( 松葉杖）は、2階演習室で
の授業の際など、困っている。(G)

・D科棟 1Fのエアコンの効きが悪い . 業者の見解では部屋の大きさに対して
エアコンの出力が足りていないとのこと．(D)

・1号館 2階女子トイレの修理　1箇所故障中のままである（Sh)

・テクノセンタ　上下水配管設備改修 (G)

・第 1体育館　冷房設備の設置（Sh)

・テクノセンタ　機械加工エリアにおける空調設備導入 (G)

■館内設備の不具合・劣化、改善
＜図書館の設備＞

＜テクノセンターの設備＞

＜空調設備＞

＜省電力化＞

＜故障中＞

課題整理
・明るく、分かりやすい、移動しやすいキャンパス作りをサブコンセプトの一つ
として設定する。
・運動施設・モノづくり施設、構内環境の整備は、「インテリジェントアスリー
トキャンパス」というコンセプトのもとに再構成を図る。プールの老朽化対策、
部室の改修を位置付ける。
・運動施設の整備はコンセプトに基づき、多くの人々の利益に供するものを優先
して位置付ける。しかし、緊急性を要する整備についてはその限りではない。
・テニスコート、水理実験室改修・整備は既に決まっている。
・コンセプトに基づいた整備の核の一つとして多様なジェンダーが使用可能な更
衣室、シャワー室、トイレを位置付け、第２体育館の改修と関連させて計画する。
・館内整備は省電力化を優先して検討する。
・近年整備を終えた箇所について、再度整備するのは難しいと考えられるが、施
設運営上の工夫によって大きな整備・改修を伴わない環境改善を検討する。
・売店機能の充実などについては、既に検討され、出店条件などで実現が難しい
ことが分かっている。本校側の経済条件の整備が確認されなければ再検討は現
実的ではない。

■教職員から挙げられた改善点
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聞き取り対象：学生主事
＜施設の老朽化と対応＞
・運動部もそうだが、特に文化系部室の老朽化が気になる。
・プールの今後の維持・管理についても検討する必要がある。例えば部活動も
地域施設を利用し、本校施設を廃止するという形もあり得るのではないか。

＜地域（行政・企業）との連携の可能性＞
・校長先生も今がチャンスだとおっしゃっているが、企業や行政のお金を入れ
て施設の共同利用を図ることも検討する必要がある。
・図書館などは既に規定があり、今でも地域が利用可能。

＜職員宿舎（跡地）利用の可能性、第一高校との連携＞
・教員宿舎（跡地）は、駐車場にするとよい。第一高校なども利用可能にする
と喜ぶのではないか。ロータリーを作って、学生の送迎車も安全に入れるよう
にするとよい。
・そのための学校ではないので特に運動に力を入れる必要はないが、知的アス
リートという観点からは（スポーツが盛んな）第一高校と連携して互いの施設
の共同利用を図るとより充実が図れる。

＜施設整備の方向性について＞
・新しい施設を作ることはもうやめた方がよい。新しいものを作るとその維持・
管理にまた、経費、労力が必要となる。今ある施設の充実を図るべき。そうい
う意味では既存施設の更新、再配置という方向は賛成。

＜モノづくり環境の充実＞
・モノづくり環境の充実を目指した文化系部室の更新は賛成。モノづくり環境
の魅力を増幅できるように配置も検討するとよい。
・ロボ研の活動場所を確保する必要がある。
・施設を先行して作り、あるべき姿に誘導するというやり方もあり得る。

＜敷地周辺の開かれた雰囲気づくり＞
・川沿いに開けた風景を作り出すのは賛成。

＜学校の地域への開放についての懸念＞
・各学校の考え方にもよるが、学校敷地内に地域住民など誰もが入ることがで
きるのは違うと個人的には考えている。

聞き取り対象：教務主事
・教室の整備なども進み、教務関係では現在急を要する整備課題を抱えていな
いと考えている。

聞き取り対象：寮務主事
・寮食堂の老朽化への対応が必要。それ以外の点では施設整備の課題はない
と考えている。
聞き取り対象：研究主事
＜地域（行政・企業）との連携の必要性＞
・予算措置は終わるがスタートアップ事業は進めていく必要がある。
・（起業などと関連して）今後、様々なことを実現していくためには経済的側
面も含めて企業や行政と連携していく必要があると考えている。

＜スタートアップなどを進める上での意見集約の難しさ＞
・リテラシーなどを拡張して学生による主体的なモノづくり活動を進めていけ
ればよいが、他の様々な活動もあり、それぞれの活動に関わる教員の立場の違
いから、意見が集約しにくくなっている。

＜事業を実体化するまでのプロセス・仕組みの欠如＞
・例えば地域連携について、構想を描いても、誰が（地域の）誰と話して、話
を動かすのか。実行に移すまでのプロセスを実現する仕組みが今の岐阜高専に
はない。
＜ロードマップ作成の提案＞
・絵に描いた餅に終わらせないためには、マスタープランで施設整備の目標像
を設定するだけでなく、実現に至るまでのロードマップを作成することを提案
したい。
聞き取り対象：科学技術リテラシー教育相談室長、
　　　　　　　中堅教員による将来ビジョン検討WG長
＜リテラシーの今後。持続性を持った活動への展開＞
・リテラシーへの参加者も増えているが、現在のやり方の限界も感じている。
単位取得を目的にした単年度の活動であるため、先輩が後輩に教えるという
縦の関係が生まれにくく、年度を超えた持続的活動にならない。

＜リテラシーの今後。様々なモノづくり活動を包括する枠組み
の必要性＞
・モノづくり教室をイメージした枠組みによって、C科やA科が参加しにく
くなっている。

＜学生による積極的なモノづくり活動支援、教員の負担軽減＞
・一方で、多くの学生が放課後、様々な工学・モノづくりに関わる様々な活
動に取り組む状況も生まれており、学校としてそうした活動を積極的に捉え
ることも重要。例えば、金曜日の午後は授業を行わず、積極的に課外活動を
行う時間とするなど。
・金曜午後の授業を無くすことによって、教員たちの研究活動や研修活動の
ゆとりを作り出すこともできる。
・学生による様々なモノづくり活動への取り組みを支援する教員に対しても
部活動の顧問と同等の役割として学校も認めていくべきだと考えている。

聞き取り対象：国際交流室長
＜短期留学生の増加へのスペースの対応が課題＞
・G寮ができて、短期留学生を収容できるようになったのは、ありがたい。
しかし、今後、更に短期留学が増加することが予想され、宿泊スペースが足
りなくなる。木造宿舎を短期留学生用に用意する。合宿所を充てるなどの対
応が必要になる。

＜モノづくり活動のためのワークスペースの必要性＞
・G寮のスペースを宿泊も含めてリテラシーなどの夏休みの活動に充てられ
るようになるとよい。ロボ研、エコランの活動場所を検討する必要。

聞き取り対象：専攻科長
＜８０名（２クラス）を対象とした教室の必要性＞
・専攻科も含めて８０名（２クラス分）が授業を受講できる教室が整備され
ていない。例えば専攻科２年対象の必修授業を 1Y・２Yが全員受講したいと
いうときに制限される。そのことが理由で現在、履修を２年のみに制限して
いる科目もある。この必修を２年次に落としてしまうと問題が生じるが、１
年次も履修できれば２回、機会がある。
・例えば、５年次の英語は TOEIC の複数２クラスが同時に受けられる教室が
あれば、異なる学科で同時に授業すること（や教育課程の変更による２学年
同時開講）などで円滑に授業が進められ、業務軽減にもつながる。
・大人数で授業を受講できる可能性がある部屋としては現在、図書館棟１階
のクリエイティブコモンズ、６号棟４階の大講義室、４号棟２階のモノづく
りセミナールームが挙げられるが、前２教室は授業が実施できる設えになっ
ておらず、後者は講義専用の教室ではないため、講義専用室の整備を望む。
・整備を行った上で挙げた３室で複数クラス同時の授業が可能だということ
が学内で了解されれば、時間割編成でも工夫して集約化した授業などの工夫
の余地が出てくる。

＜創造工学実習のためのモノづくりスペース＞
　現在、創造工学実習でモノづくりを行っているが各研究室に別れて作業し
ているので作業できるスペースがあると良い。

＜情報共有の重要性＞
・現在、専攻科長は財務施設委員会等の参加メンバーでないこともあり、専
攻科棟に関わる事項であっても、情報が伝わらない。

＜自律的な学生を育てることと業務軽減＞
・本校に入学時から主体的・自律的に振る舞える学生を育てるということを
全学的に共有できたらと考えている。現在は特に担任はきめ細かく学生に指
示・指導することが求められているが、学生が自身の責任として情報を確認し、
対応することができるようになれば、ルーティンの業務は軽減され、その分、
研究や学生の能動的な活動の支援などに時間を割り当てることができる。現
状のまま、学生のモノづくり活動を促すと業務の負担から全てが破綻してい
く可能性がある。

■校長・副校長、WG長からの聴取意見

聞き取り対象：校長
＜教職員が夢を持てるようなマスタープランづくり＞
・教職員が夢を持てるような施設整備の計画作りをしてほしい。
・教員会議などで途中経過を説明することで学校全体で共有できるようにし
てほしい。
＜ゲストハウスの設置＞
・木造教職員宿舎をリノベーションして学外、海外から研究者を招聘した際
に泊まれる施設を作れないか、検討してほしい。
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置に室がなかったことがあり、クリエイティブネットワーク構築に伴い、専攻科棟に移築することでクリエイティブネッ
トワークにおけるモノづくりの高度化を図る。
・共同研究室

　専攻科棟への地域連携室の移設に伴い、不足する研究室をクリエイティブネットワークと関係付けできる位置に共同研
究室として増築する。共同研究室は学科を超えた若手教員の居室とし、教員相互、あるいはモノづくりに取り組む学生た
ちとの情報の交換、コミュニケーションを促す場を計画する。

７）テクノセンター
　既存施設であるテクノセンター及び工具・演習室をクリエイティブネットワークの中に位置付ける。クリエイティブネッ
トワークを有効に機能させるために施設の一部を改修し、現在不足しているNC加工機などの木工系の設備を導入し、モ
ノづくり環境の充実を図る。

８）クリエイティブネットワークを機能させるための整備
・２クラス対応教室の整備

　共通の授業を２クラス同時に受講できることによって教員の担当する授業時間を一定程度減らすことで教員の研究や学
生主体のモノづくり活動の支援に振り分ける時間を作り出すことが可能になる。そこで図書館棟１階のクリエイティブコ
モンズ、６号棟４階の大講義室、４号棟２階のモノづくりセミナールームを２クラス同時授業が可能な教室として整備する。
ただし、大幅な改修は行わず、設備や什器の充実を図ることでこれを実現する。
９）ゲストハウスの設置
　本校に来校し、短期、中期にわたって滞在する外部研究者の宿泊用宿舎（ゲストハウス）を設置し、クリエイティブネッ
トワークと結びつけることで研究者間の学術面での交流のみではなく、学生たちのモノづくり活動に刺激を与える環境を
作り出す。設置するゲストハウスは原則として既存施設の改修、転用によるものとする。ゲストハウス設置に向けては学外、
海外との研究活動や教育に関する交流に関わるプログラムを積極的に推進することが必要となる。
　具体的な既設対象としては以下の２施設が考えられる。
　・木造・RC 造職員宿舎の活用

　木造職員宿舎は本校が都市計画区域に含まれたことによって、現在既存不適格建築物（建設当初は建築基準法を満たし
ていたが、現在の法律の規定は満たしていない建物）となっている。この宿舎の敷地は一般住宅用地であり、ゲストハウ
スは敷地を学校用地に変更が必要となる可能性があり、さらに用地指定の変更には既存宿舎を現行基準法に適合させる改
修を施す必要が生じる。
　・学生寮管理棟の活用

　学生寮管理棟の２階居室の活用は用地の変更を伴わなくてもよいという点では容易だと考えられる。ただし、近い将来、
寮改修などによって寮学生を収容可能な居室の状況の変化が予測される場合、学生用宿泊施設として残しておく必要があ
るため、寮改修以降に整備することになる。
　ゲストハウスについては上記の２施設を対象として、実現の方策について検討する。
■スポーツトレイルに接続する施設の整備内容
１）多目的コートの設置
　現教職員宿舎木造棟の１３戸を廃止し、その一部に多目的コート２面を設ける。この多目的コートは地域にも開放され
るものとする。ただし、ゲストハウスとしての転用が可能な場合は廃止戸数を変更する。
２）第二体育館の改修（更衣室・トイレの整備）
　現在、トイレ、更衣室などがない第二体育館の機能を補完することを主な目的として改修を行う。女子学生の増加、社
会の多様化を踏まえてユニバーサルデザイン化を図りつつ、女性用トイレと更衣室、及びオールジェンダー用トイレと更
衣室を整備する。
３）スポーツテラスの整備
　図に示す位置にスポーツトレイルに接続し、かつクリエイティブコア２、モノづくりテラスと近接する位置にストレッ
チングや休憩の場となるスポーツテラスを設けることで、学生たちのアクティブな取り組みが表出する場を作り出す。
■２つのネットワークを補完する整備
１）サイン計画、ベンチ、照明などの設置
　学内に点在し、放課後や休日の学生の主体的な活動の場であり、地域に開かれた活動の場となるクリエイティブネット

ワーク、スポーツトレイルを構成する施設を結びつけ、ネットワークを明示するためにサイン計画、鋪道整備、照明設備・
ベンチの設置などを行う。
２）駐車場
　クリエイティブネットワークの整備のための用地となる５号館、６号館、専攻科棟に隣接する現駐車場エリアの代替と
して、また地域住民や地域企業がスポーツトレイルやクリエイティブネットワークにアクセスすることを容易にするため
に廃止した宿舎の跡地に多目的コートと併せて、駐車場を設置する。
３）老朽化した川沿いのフェンスの一部撤去による修景
　糸貫川沿いの歩道に面してフェンスが設置されているが、一部は老朽化している。歩道と岐阜高専敷地の間には側溝や
高低差があり、フェンスがなくても容易には行き来できない。このフェンスを撤去することによって糸貫川沿いの歩道に
向けてより良好な景観が形成される。
４）合宿所の位置付け
　２つの合宿所（第一陵雲荘、第二陵雲荘）は長期休暇中のモノづくり系、運動にわたる学生の活動を支える重要な施設
であり、インテリジェントアスリートキャンパスの中で位置付けることは重要であるが、現在、合宿所のあり方について
は学内で議論が行われており、現施設整備マスタープランにおいては位置付けを行わず、議論の推移を見守ることとした。
■　キャンパス全体のバリアフリー化について
　岐阜高専に通う学生や勤務する教職員の背景の多様化していることも踏まえ、キャンパスマスタープランに関わらず、
すべての施設整備はインクルーシブデザイン（多様な属性を持った使用者に配慮してあらゆる人たちが使いやすいデザイ
ン）の観点を導入し、学生・教職員が使いやすい空間づくりを行う。
　また、学内各施設の整備時にバリアフリー化を進める。このことによって構内全体に張り巡らされるクリエイティブネッ
トワーク、スポーツトレイルはあらゆる人がアクセスできるようになる。
■陳腐化・老朽化対策
・寮食堂改修
　現在、寮食堂は設備の老朽化・陳腐化しており、円滑な寮食堂の運営が困難になっている。そのため、寮食堂を早期に改修、
設備の更新を図る必要がある。

＜地域連携＞
　今後、施設整備を進める上でも地域と多様な形で連携を進めていくことは重要である。施設整備に関する多様な地域と
の連携は大別すると次の２点に集約される。１点目は岐阜高専の有する専門的な技術や学園環境を地域の産業や教育に提
供し、豊かな地域社会作りにいかに寄与しうるかであり、２点目はいかに地域の支援を得て、効率的な施設運営を図るか
という点である。施設整備マスタープランにおいてもこの２点を地域連携の重要なポイントと位置付ける。
■地域貢献
１）クリエイティブネットワークを活用した地域貢献プログラム
　学生たちの活動の場であるクリエイティブネットワークを地域に開放する。具体的にはオープンラボやクリエイティブ
コアなどを活用した公開講座、リテラシー活動などによる教育プログラム及び、テクノセンター、地域連携室などを舞台
とする地域企業とのスタートアッププログラムや共同のモノづくり活動や技術開発などを積極的に展開する。
２）スポーツトレイルの地域への開放
　現在、体育館は地域開放施設であり、また、グラウンドを利用して陸上部による教室も開かれている。これらに加えて
新たに設ける多目的コートも地域開放施設とする。また、約８８０mのスポーツトレイル自体も地域の人々が散歩やジョ
ギングできる安全な環境として活用できるようにし、第２体育館に設けるジェンダーレス更衣室、トイレも使用可能とする。
３）地域連携を踏まえた駐車場の計画
　木造教職員宿舎の廃止後の跡地に設ける駐車場に関して、駐車場への進入動線や開放時の駐車台数などを考慮して計画
することで地域住民や地域企業の利用の円滑を図る。
■地域との協働
 クリエイティブネットワーク、スポーツトレイルの整備・運営に関して地域（企業、行政、市民）と活用プログラムに関
して協議を行い、また、経済的な支援を受け入れるための枠組みを構築した上で具体的に協働を進める。

＜インテリジェントアスリートキャンパス実現に向けた方針＞
・モノづくりアスリートを支援するための活動拠点の整備
　老朽化した文化部部室や用途変更が必要な施設を再構成・再配置して、主として放課後に行われる学生主体のさまざま
なモノづくり活動の拠点となる充実した設備を備えた施設を整備する。

・クリエイティブな運動空間への進化
　運動部部室、体育館などの更新、外構・構内道路などを含めて、総合的に計画を行い、
伸び伸びと体を動かすことができるキャンパスへと整備を進める。
・効率的なキャンパス運営の実現
　老朽化した施設の廃止の検討や既存施設の設備を見直しによって省エネルギー化を図る
ことによって運営コストの低減を図る

・地域に開かれたキャンパス空間へ
　地域との関係強化
　・地域への研究・教育を通した貢献
　・施設の地域への開放の推進（既に図書館や運動施設は制度的には開放）
　・地域からのサポート

＜整備計画＞
■２つのネットワークの設定とアクティビティの可視化
　構内に放課後の学生主体の活動、地域企業との連携の舞台となる各施設を結びつけるク
リエイティブ・ネットワーク（C.N.）と地域にも開放された体を動かすことを楽しむた
めのスポーツトレイル(S.T.）という２つのネットワークを設定する。（図）このネット
ワークに関わる施設は学生たちのアクティビティが表出するように透明性を持った大きな
開口部を設ける、屋外テラスと一体的につなげるなど、それぞれの施設が属するネットワ
ークに対して開放的に計画を行う。また、経路を示すサイン計画、ベンチやテラスの設置

などを行う。これらの方法によってネットワークが有機的に機能し、アクティビティが可視化される。
■クリエイティブネットワークを構成する施設の整備内容
１）オープンラボ
　電子制御工学科棟の改修にあたり、１階を学年を超えて電子制御工学科のモノづくりを介した交流を促し、他学科にも
開かれたオープンラボとして整備を行う。

２）クリエイティブ・コア１
　機能が陳腐化したボイラー室をモノづくりの拠点スペースの一つとして転用する。ロボット研究部、エコラン部など複
数のクラブの共用を想定して高い階高を活かしたモノづくり拠点の一つとする。

３）クリエイティブ・コア２
　老朽化している文化部部室、廃止する室内運動場のモノづくり工房への面積の転用、老朽化した屋外トイレ・シャワー
室を併せて３つの施設を連動させてクリエイティブ・コア２とする。複数クラブの部室の共用、モノづくりリテラシーの
活動などにより、分野を超えて連携したモノづくりの場として計画を行う。

４）モノづくりテラス
　クリエイティブコア２と関係づけ、かつスポーツテラスと隣接する場所に、室外に広がるモノづくりの場としてのテラ
スを計画することでインテリジェントアスリートのイメージが表出するエリアとする。

５）水理実験室
　大型水路などを有し、環境都市工学科が所有する老朽化した水理実験室について、内部の実験施設の様子がクリエイティ
ブ・ネットワークの一部として可視化される空間として建屋を改修する。

６）専攻科棟
・地域連携室の専攻科棟への移設

　モノづくりに関わる先端設備を備える地域連携室は現在、福利施設２階に設置されているが、設置の背景には適切な位

＜第一回WG会議記録＞
　　　　　　　　　　　　　　　　　　                     051030
■WGの目標の確認
以下の作業目標を確認した。
・現在のキャンパスにおけるハード・ソフトにわたる課題のでき
る限りの解消を図る。　
・学生・教職員のより快適なキャンパスライフの実現を目指す。
・岐阜高専の未来に向けての積極的取り組みを支援・加速するた
めの環境整備を目指す。

■作業の進め方の確認
・機構による施設整備５ヵ年計画（令和３～７年度）を踏まえて
進めていくことを確認した。
・ワークフローをもとに進め方について説明をした。
・法規、施設計画の専門家として建築学科櫻木先生のオブザーバー
参加が認められた。ただし、マスタープラン案の決定には参加し
ないこととする。

■ディスカッション
a）計画の制限と緩和条件
・基本的に床面積の増床はできないが、地域連携に向けた施設は
一定の範囲内で増床できる。
b）計画の方向性
・これまで年度毎にバラバラに作られてきた施設をテーマを設定
してエリアや通りを軸に再編した方が良い。（CreativeStreet 
AthleteStreet など）
・学生の自発的でクリエイティブなモノづくり活動を支援する場
を作りたい。
・テニスコート単体でマスタープランに載せても予算は通りにく
いので、上位計画を作る必要がある。
c）計画の対象敷地・施設
・木造官舎の撤去、跡地利用は一つの軸になる。
・ボイラー室の活用を考える必要がある。
・プールは個人的には廃止してもよいのではないかと考えている。
（維持費の問題）
d）検討課題
・テニスコート：テニスコートは緊急性が高いのだが、もしテニ
スコート一面建設がマスタープラン以前に認められたら、マスター
プランに載せたコート数は実現しないことになるのか。
・プール及び関連施設を廃止する場合、床面積は転用できるのか？
・セキュリティ：人気（ひとけ）がない空間を作ると犯罪的行為
が起こる可能性が高まる。
e) 施設整備アイデア
・多目的コート：
　以前のマスタープランにあった 3on3 ができる多目的コートな
どができたら、授業にも積極的に活用したい。

202４年９月１７日に主管会議連絡会において、施設整備マスター
プランの説明を行い、意見を聴取した。
■クリエイティブネットワークのバリアフリー化
・クリエイティブネットワークの中に１号館 3階の起業家工房と
図書館１階クリエイティブ・コモンズ、２階の情報処理センター
を組み込み、２階に空中通路を設けてつなぐとクリエイティブネッ
トワークが強化できる。近くにエレベーターがあり、図書館と校舎、
クリエイティブネットワークの関係のバリアフリー化もできる。

■スポーツトレイルの拡張による多様な利用者の共存
　現在あまり使われていない運動場西側のエリアにもスポーツト
レイルのコースを拡げることによって、走る人、歩く人を共存し
やすくなる。

■コンセプトにおける高専らしさの強調
　現在のテーマ（インテリジェントアスリート）を活かしつつ、
より高専らしさを強調し、イメージを明確にした方が行政や地域
企業など対外的に協力を得ようとする時に説明しやすい。例えば
インテリジェントテクノアスリートなどはどうか。

■地域との連携に向けての仕組み作りの必要性
・　施設整備マスタープランの実現に向けて、地域連携を進める
ためには地域からの資金や技術協力の受け皿 Private- を整理して
おく必要がある。例えば、若鮎会（岐阜高専同窓会）記念事業、
基金の設立、P.F.I.（Private-Finance-Initiative）やクラウドファ
ンディングの導入などが考えられる。
・地元や社会で活躍する卒業生から母校のために何かしたいとい
う言葉もよく聞く。彼らの資金、技術を受け入れる仕組みを作れ
たら、卒業生の力を本校の発展に生かすことができる。
・上記の枠組みは執行部（主管会議構成メンバー）で検討する必
要がある。

・ボイラー室：
　モノづくり関連施設への用途変更も考えられる。（ロボ研の活動
場所にできたらと考えていた。）
・セキュリティへの対応：
　やむを得ない場合を除いて監視装置などによる管理は避けたい。
事務系居室や教員室を配置して、自然監視（人の気配がする。見
守られている感じがする。）状態を作る。
・若手共同研究室：学科を超えて、若手教員の共同研究室がよいの
ではないか。（建築学科改修時の伊吹２階の仮の共同研究室は、す
ぐ相談できる、必要な情報をすぐ確認できる。毎日のコーヒータ
イムミーティングなどよかった。）

■今後の進め方
各種会議、学科会議などを通して、WGメンバーによる課題の吸
い上げを行うことになった。
・使える敷地が明確になっていた方が例えばテニスコートの面数な
ど、具体的な希望を言いやすい。
→　様々な情報をもとに方針・内容を決定する。挙がってきた要
望や問題点をそのままマスタープランに反映するのではなく、WG
の議論の中で希望を踏まえつつ、学校の方向性を示す上位計画に
関連づけた上で整備規模・整備内容を決定する。そのため、現時
点では明確に敷地を示すことはできない。

＜第二回WG会議記録＞
　                                              060325
■工程表の確認
事務から今後の施設整備マスタープランの工程について説明があ
り、了解した。
■情報共有
　副校長、各WG長、各学科、事務の各セクションから収集した
情報の分析について、説明を行い了承された。
■施設整備マスタープランの素案の共有
　集約、分析した情報をもとに作成した施設整備マスタープラン
のコンセプト＜インテリジェントアスリートキャンパス＞、及び
コンセプトを実現するためのモノづくりアスリートを支援するた
めの活動拠点の整備、クリエイティブな運動空間への進化、効率
的なキャンパス運営の実現という方向性、更に設定した方向性に
基づいた計画案について説明され、概ね了承され、ディスカッショ
ンでは方向性に基づいた幾つかの提案があった。
■ディスカッション
a) 既存施設の再構成の必要性
　既存の老朽化した施設をどう整理するか考える必要がある。年
度毎に設置された施設が学内に分散しており、老朽化、陳腐化し
ているものも多い。外トイレも古くなっており、誰も使っていない。
また、合宿所、第二体育館や卓球場（屋内運動場）などもかなり古く、
陳腐化もしている。

→マスタープランの素案で小規模施設の統合、改修による機能の
更新を提案していることを説明。
b) スクールバスの位置付け
・スクールバスもかなり古いがどうにかできないか。
→施設整備マスタープランの対象ではないが、マスタープランで
謳う地域連携を進めることで地域の支援を受けてスクールバスを
更新するという道もあるかもしれない。
c) 提案の実現性の確保
　実効性のあるものにしていくには、ロードマップが大事。年度
毎の整備のスケジュールを具体的に計画しておく必要がある。
d) スポーツトレイルについての提案
　スポーツトレイルに関連して以前から、トレイルとして設定し
た道について照明があった方が良いという声もあったので、スポー
ツトレイルの整備と関連させて設置してはどうか。
e) 構内交通計画の提案
　高専祭などの大きなイベント時には、多くの車が入ってきて、
混乱しやすい状況がある。駐車場の位置やイベント時の誘導方法
を地域連携、開放プログラムと連動した駐車場の拡張と合わせて
駐車場の位置や誘導方法について計画したい。
→マスタープラン案がある程度具体化した時点で検討を行う。
f) 専攻科改修をマスタープランに載せることの提案
　専攻科棟は、色々使い方が変遷する中で、本来の専攻科生の活
動の場としての側面が薄れている。そこで４、５年後に改修の対
象となることを見通して、今回の施設整備マスタープランのマス
タープランの他の計画と連動させつつ、専攻科棟の在り方を明確
にしておいた方が良い。必要であれば施設を増築しても良いので
はないか。
→現在福利施設に位置する産官学連携室を専攻科棟低層部に移設
することでクリエイティブネットワークとの関係付けを強める。

　これに対し専攻科棟の改修時にこれまで調整されてきた各学科
のスペースの割り振りが変わることには抵抗感があるという意見
があった。
→産官学連携室の専攻科への移設に伴って減少する教員室を専攻
科棟東に以前提案があった若手教員の共同研究室としての新設す
ることで教員のコミュニケーション機会を高め、また学科を問わ
ない教員のクリエイティブネットワークへの関わりを促進できる。

■校長・副校長、WG長
からの聴取意見（続き）

■施設整備マスタープランWG記録

聞き取り対象：主管会議連絡会（校長、教務主事
学生主事、事務部長、・・
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置に室がなかったことがあり、クリエイティブネットワーク構築に伴い、専攻科棟に移築することでクリエイティブネッ
トワークにおけるモノづくりの高度化を図る。
・共同研究室

　専攻科棟への地域連携室の移設に伴い、不足する研究室をクリエイティブネットワークと関係付けできる位置に共同研
究室として増築する。共同研究室は学科を超えた若手教員の居室とし、教員相互、あるいはモノづくりに取り組む学生た
ちとの情報の交換、コミュニケーションを促す場を計画する。

７）テクノセンター
　既存施設であるテクノセンター及び工具・演習室をクリエイティブネットワークの中に位置付ける。クリエイティブネッ
トワークを有効に機能させるために施設の一部を改修し、現在不足しているNC加工機などの木工系の設備を導入し、モ
ノづくり環境の充実を図る。

８）クリエイティブネットワークを機能させるための整備
・２クラス対応教室の整備

　共通の授業を２クラス同時に受講できることによって教員の担当する授業時間を一定程度減らすことで教員の研究や学
生主体のモノづくり活動の支援に振り分ける時間を作り出すことが可能になる。そこで図書館棟１階のクリエイティブコ
モンズ、６号棟４階の大講義室、４号棟２階のモノづくりセミナールームを２クラス同時授業が可能な教室として整備する。
ただし、大幅な改修は行わず、設備や什器の充実を図ることでこれを実現する。
９）ゲストハウスの設置
　本校に来校し、短期、中期にわたって滞在する外部研究者の宿泊用宿舎（ゲストハウス）を設置し、クリエイティブネッ
トワークと結びつけることで研究者間の学術面での交流のみではなく、学生たちのモノづくり活動に刺激を与える環境を
作り出す。設置するゲストハウスは原則として既存施設の改修、転用によるものとする。ゲストハウス設置に向けては学外、
海外との研究活動や教育に関する交流に関わるプログラムを積極的に推進することが必要となる。
　具体的な既設対象としては以下の２施設が考えられる。
　・木造・RC 造職員宿舎の活用

　木造職員宿舎は本校が都市計画区域に含まれたことによって、現在既存不適格建築物（建設当初は建築基準法を満たし
ていたが、現在の法律の規定は満たしていない建物）となっている。この宿舎の敷地は一般住宅用地であり、ゲストハウ
スは敷地を学校用地に変更が必要となる可能性があり、さらに用地指定の変更には既存宿舎を現行基準法に適合させる改
修を施す必要が生じる。
　・学生寮管理棟の活用

　学生寮管理棟の２階居室の活用は用地の変更を伴わなくてもよいという点では容易だと考えられる。ただし、近い将来、
寮改修などによって寮学生を収容可能な居室の状況の変化が予測される場合、学生用宿泊施設として残しておく必要があ
るため、寮改修以降に整備することになる。
　ゲストハウスについては上記の２施設を対象として、実現の方策について検討する。
■スポーツトレイルに接続する施設の整備内容
１）多目的コートの設置
　現教職員宿舎木造棟の１３戸を廃止し、その一部に多目的コート２面を設ける。この多目的コートは地域にも開放され
るものとする。ただし、ゲストハウスとしての転用が可能な場合は廃止戸数を変更する。
２）第二体育館の改修（更衣室・トイレの整備）
　現在、トイレ、更衣室などがない第二体育館の機能を補完することを主な目的として改修を行う。女子学生の増加、社
会の多様化を踏まえてユニバーサルデザイン化を図りつつ、女性用トイレと更衣室、及びオールジェンダー用トイレと更
衣室を整備する。
３）スポーツテラスの整備
　図に示す位置にスポーツトレイルに接続し、かつクリエイティブコア２、モノづくりテラスと近接する位置にストレッ
チングや休憩の場となるスポーツテラスを設けることで、学生たちのアクティブな取り組みが表出する場を作り出す。
■２つのネットワークを補完する整備
１）サイン計画、ベンチ、照明などの設置
　学内に点在し、放課後や休日の学生の主体的な活動の場であり、地域に開かれた活動の場となるクリエイティブネット

ワーク、スポーツトレイルを構成する施設を結びつけ、ネットワークを明示するためにサイン計画、鋪道整備、照明設備・
ベンチの設置などを行う。
２）駐車場
　クリエイティブネットワークの整備のための用地となる５号館、６号館、専攻科棟に隣接する現駐車場エリアの代替と
して、また地域住民や地域企業がスポーツトレイルやクリエイティブネットワークにアクセスすることを容易にするため
に廃止した宿舎の跡地に多目的コートと併せて、駐車場を設置する。
３）老朽化した川沿いのフェンスの一部撤去による修景
　糸貫川沿いの歩道に面してフェンスが設置されているが、一部は老朽化している。歩道と岐阜高専敷地の間には側溝や
高低差があり、フェンスがなくても容易には行き来できない。このフェンスを撤去することによって糸貫川沿いの歩道に
向けてより良好な景観が形成される。
４）合宿所の位置付け
　２つの合宿所（第一陵雲荘、第二陵雲荘）は長期休暇中のモノづくり系、運動にわたる学生の活動を支える重要な施設
であり、インテリジェントアスリートキャンパスの中で位置付けることは重要であるが、現在、合宿所のあり方について
は学内で議論が行われており、現施設整備マスタープランにおいては位置付けを行わず、議論の推移を見守ることとした。
■　キャンパス全体のバリアフリー化について
　岐阜高専に通う学生や勤務する教職員の背景の多様化していることも踏まえ、キャンパスマスタープランに関わらず、
すべての施設整備はインクルーシブデザイン（多様な属性を持った使用者に配慮してあらゆる人たちが使いやすいデザイ
ン）の観点を導入し、学生・教職員が使いやすい空間づくりを行う。
　また、学内各施設の整備時にバリアフリー化を進める。このことによって構内全体に張り巡らされるクリエイティブネッ
トワーク、スポーツトレイルはあらゆる人がアクセスできるようになる。
■陳腐化・老朽化対策
・寮食堂改修
　現在、寮食堂は設備の老朽化・陳腐化しており、円滑な寮食堂の運営が困難になっている。そのため、寮食堂を早期に改修、
設備の更新を図る必要がある。

＜地域連携＞
　今後、施設整備を進める上でも地域と多様な形で連携を進めていくことは重要である。施設整備に関する多様な地域と
の連携は大別すると次の２点に集約される。１点目は岐阜高専の有する専門的な技術や学園環境を地域の産業や教育に提
供し、豊かな地域社会作りにいかに寄与しうるかであり、２点目はいかに地域の支援を得て、効率的な施設運営を図るか
という点である。施設整備マスタープランにおいてもこの２点を地域連携の重要なポイントと位置付ける。
■地域貢献
１）クリエイティブネットワークを活用した地域貢献プログラム
　学生たちの活動の場であるクリエイティブネットワークを地域に開放する。具体的にはオープンラボやクリエイティブ
コアなどを活用した公開講座、リテラシー活動などによる教育プログラム及び、テクノセンター、地域連携室などを舞台
とする地域企業とのスタートアッププログラムや共同のモノづくり活動や技術開発などを積極的に展開する。
２）スポーツトレイルの地域への開放
　現在、体育館は地域開放施設であり、また、グラウンドを利用して陸上部による教室も開かれている。これらに加えて
新たに設ける多目的コートも地域開放施設とする。また、約８８０mのスポーツトレイル自体も地域の人々が散歩やジョ
ギングできる安全な環境として活用できるようにし、第２体育館に設けるジェンダーレス更衣室、トイレも使用可能とする。
３）地域連携を踏まえた駐車場の計画
　木造教職員宿舎の廃止後の跡地に設ける駐車場に関して、駐車場への進入動線や開放時の駐車台数などを考慮して計画
することで地域住民や地域企業の利用の円滑を図る。
■地域との協働
 クリエイティブネットワーク、スポーツトレイルの整備・運営に関して地域（企業、行政、市民）と活用プログラムに関
して協議を行い、また、経済的な支援を受け入れるための枠組みを構築した上で具体的に協働を進める。

＜インテリジェントアスリートキャンパス実現に向けた方針＞
・モノづくりアスリートを支援するための活動拠点の整備
　老朽化した文化部部室や用途変更が必要な施設を再構成・再配置して、主として放課後に行われる学生主体のさまざま
なモノづくり活動の拠点となる充実した設備を備えた施設を整備する。

・クリエイティブな運動空間への進化
　運動部部室、体育館などの更新、外構・構内道路などを含めて、総合的に計画を行い、
伸び伸びと体を動かすことができるキャンパスへと整備を進める。
・効率的なキャンパス運営の実現
　老朽化した施設の廃止の検討や既存施設の設備を見直しによって省エネルギー化を図る
ことによって運営コストの低減を図る

・地域に開かれたキャンパス空間へ
　地域との関係強化
　・地域への研究・教育を通した貢献
　・施設の地域への開放の推進（既に図書館や運動施設は制度的には開放）
　・地域からのサポート

＜整備計画＞
■２つのネットワークの設定とアクティビティの可視化
　構内に放課後の学生主体の活動、地域企業との連携の舞台となる各施設を結びつけるク
リエイティブ・ネットワーク（C.N.）と地域にも開放された体を動かすことを楽しむた
めのスポーツトレイル(S.T.）という２つのネットワークを設定する。（図）このネット
ワークに関わる施設は学生たちのアクティビティが表出するように透明性を持った大きな
開口部を設ける、屋外テラスと一体的につなげるなど、それぞれの施設が属するネットワ
ークに対して開放的に計画を行う。また、経路を示すサイン計画、ベンチやテラスの設置

などを行う。これらの方法によってネットワークが有機的に機能し、アクティビティが可視化される。
■クリエイティブネットワークを構成する施設の整備内容
１）オープンラボ
　電子制御工学科棟の改修にあたり、１階を学年を超えて電子制御工学科のモノづくりを介した交流を促し、他学科にも
開かれたオープンラボとして整備を行う。

２）クリエイティブ・コア１
　機能が陳腐化したボイラー室をモノづくりの拠点スペースの一つとして転用する。ロボット研究部、エコラン部など複
数のクラブの共用を想定して高い階高を活かしたモノづくり拠点の一つとする。

３）クリエイティブ・コア２
　老朽化している文化部部室、廃止する室内運動場のモノづくり工房への面積の転用、老朽化した屋外トイレ・シャワー
室を併せて３つの施設を連動させてクリエイティブ・コア２とする。複数クラブの部室の共用、モノづくりリテラシーの
活動などにより、分野を超えて連携したモノづくりの場として計画を行う。

４）モノづくりテラス
　クリエイティブコア２と関係づけ、かつスポーツテラスと隣接する場所に、室外に広がるモノづくりの場としてのテラ
スを計画することでインテリジェントアスリートのイメージが表出するエリアとする。

５）水理実験室
　大型水路などを有し、環境都市工学科が所有する老朽化した水理実験室について、内部の実験施設の様子がクリエイティ
ブ・ネットワークの一部として可視化される空間として建屋を改修する。

６）専攻科棟
・地域連携室の専攻科棟への移設

　モノづくりに関わる先端設備を備える地域連携室は現在、福利施設２階に設置されているが、設置の背景には適切な位

＜第三回WG会議記録＞
     　　　　　　　　　　　　　　061004
■施設整備マスタープラン案についての説明
　主管会議メンバーとの打ち合わせなどのヒアリングを踏まえて、
修正、追加した計画について説明した。
　また、既存施設の転用、再活用を中心に複数年にわたり段階的
にインテリジェントアスリートキャンパス化を進め、その過程で
地域との連携を運営、利用レベルで深めるという今回の整備計画
の特性を踏まえ、整備計画を実施レベルに進めるために、以下の
仕組みをマスタープランに明記したことを説明した。
a）個々の整備にあたり、マスタープランにおける位置付けを確認
する仕組み。
b）地域（企業、行政、市民）との協働を進めるための受け皿を仕
組み、体制として学内に作る。
c）実際にそれぞれの整備に関連したプロジェクトを地域との間で
立案し、プロジェクトを実行する体制。
■今後の進め方についての説明
　今回のWGの議論を踏まえて施設整備マスタープランを修正し
たのち、WG構成メンバーが学内の各セクションにマスタープラ
ンの内容について周知を行い、原案についての議論を収集し、収
集した意見を反映してマスタープランをブラッシュアップすると
ともに教職員の理解を深める段階に計画を進めることを説明した。
　その後、マスタープラン案について議論を行った。
■ディスカッション
a) コンセプトを明快に説明する必要性
　これからマスタープラン案を学内に周知し、議論を進めるにあ
たって、マスタープランの中で、計画の軸となる＜スポーツトレ
イル＞＜クリエイティブネットワーク＞という考え方についても
う少し分かりやすい説明をしておく必要がある。
b) 合宿所のマスタープラン内での位置付け
スポーツトレイルに関連して、合宿所の扱いについて触れておく
必要があるのでは？
ただし、マスタープランに位置付けるには宿直業務として認めら
れないなどの課題があり、学内における合宿に関する議論が整理
されるのを待つ必要がある。
c) 駐車場計画について
　駐車場に学生送迎の車を入れさせることは駐車場計画的に難し
い。また、周辺道路との関係で合理的に計画をする必要がある。
※川端先生に駐車場計画のラフについてご検討いただくことに
なった。

＜第四回WG会議記録＞
     　　　　　　　　　　　　　　061217
■施設整備マスタープラン案についての説明
　学内に周知し、議論をすることを踏まえて、前回WGの修正点
を反映した点、追加した整備イメージのポンチ絵を含めてマスター
案の説明を　WG長が行った。
■今後の進め方についての説明
　この修正案について微修正を行ったのちに１月３１日を目処に
学内各セクション（事務、一般科、各専門学科）にWG委員が説
明し、マスタープラン案の周知及び意見収集を行うことをWG長
が会議にて各委員に伝えた。
■多目的コートの位置について
　多目的コートの位置について、学内からもう少し東でも良いの
ではないかという指摘があったが、国道 157 号線（本巣縦貫道）
に隣接させることは危険性が高いと判断したという点を説明した。
■施設係によるマスタープラン案の確認
　マスタープラン案の施設整備・改修上の重大な問題点について、
前回会議以降施設係からの指摘がなかったことが確認された。
■ディスカッション
・質問：P13 に示されている産官学連携室機能の専攻科棟への移設
は設備のみなのか、部屋ごと移すのか？
　　　　　　　↓
　設備を移すことを想定しているが具体的な事業計画策定時に変
　更してもよい。
・意見：プール廃止後の跡地活用について、スポーツテラスだけで
なく、クリエイティブコア２、モノづくりテラスも含んでいるこ
とを示した方が良い。
　　　　　　　↓
　施設の再構成計画（P13）に明示した。
・意見：クリエイティブネットワークを示す図内で電子制御工学科
を通り抜ける線は削除してオープンラボで止めてほしい。
　　　　　　　↓
　各図から通り抜ける線は削除する。

・意見：多目的コートで 3on3、テニスに加えて、フットサル、ハ
ンドボールができるとよい。
　　　　　　　↓
　施設整備計画配置図（P14）の多目的コートエリアにテニス、
　3on3、フットサル、ハンドボールについてコートサイズを明示
　した。

・質問：企業から受けた寄付金で施設を整備することは可能か。

＜070625財務・施設委員会後の意見聴取・対応記録＞
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　070625～ 0724
■各学科からの意見・及び対応
　・　キャンパス全体のバリアフリー化について意見があり、マスタープランに反映した。
　・　プールの廃止について意見があり、「プール廃止に伴う教育内容の見直し」をマスタープランに反映した。
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置に室がなかったことがあり、クリエイティブネットワーク構築に伴い、専攻科棟に移築することでクリエイティブネッ
トワークにおけるモノづくりの高度化を図る。
・共同研究室

　専攻科棟への地域連携室の移設に伴い、不足する研究室をクリエイティブネットワークと関係付けできる位置に共同研
究室として増築する。共同研究室は学科を超えた若手教員の居室とし、教員相互、あるいはモノづくりに取り組む学生た
ちとの情報の交換、コミュニケーションを促す場を計画する。

７）テクノセンター
　既存施設であるテクノセンター及び工具・演習室をクリエイティブネットワークの中に位置付ける。クリエイティブネッ
トワークを有効に機能させるために施設の一部を改修し、現在不足しているNC加工機などの木工系の設備を導入し、モ
ノづくり環境の充実を図る。

８）クリエイティブネットワークを機能させるための整備
・２クラス対応教室の整備

　共通の授業を２クラス同時に受講できることによって教員の担当する授業時間を一定程度減らすことで教員の研究や学
生主体のモノづくり活動の支援に振り分ける時間を作り出すことが可能になる。そこで図書館棟１階のクリエイティブコ
モンズ、６号棟４階の大講義室、４号棟２階のモノづくりセミナールームを２クラス同時授業が可能な教室として整備する。
ただし、大幅な改修は行わず、設備や什器の充実を図ることでこれを実現する。
９）ゲストハウスの設置
　本校に来校し、短期、中期にわたって滞在する外部研究者の宿泊用宿舎（ゲストハウス）を設置し、クリエイティブネッ
トワークと結びつけることで研究者間の学術面での交流のみではなく、学生たちのモノづくり活動に刺激を与える環境を
作り出す。設置するゲストハウスは原則として既存施設の改修、転用によるものとする。ゲストハウス設置に向けては学外、
海外との研究活動や教育に関する交流に関わるプログラムを積極的に推進することが必要となる。
　具体的な既設対象としては以下の２施設が考えられる。
　・木造・RC 造職員宿舎の活用

　木造職員宿舎は本校が都市計画区域に含まれたことによって、現在既存不適格建築物（建設当初は建築基準法を満たし
ていたが、現在の法律の規定は満たしていない建物）となっている。この宿舎の敷地は一般住宅用地であり、ゲストハウ
スは敷地を学校用地に変更が必要となる可能性があり、さらに用地指定の変更には既存宿舎を現行基準法に適合させる改
修を施す必要が生じる。
　・学生寮管理棟の活用

　学生寮管理棟の２階居室の活用は用地の変更を伴わなくてもよいという点では容易だと考えられる。ただし、近い将来、
寮改修などによって寮学生を収容可能な居室の状況の変化が予測される場合、学生用宿泊施設として残しておく必要があ
るため、寮改修以降に整備することになる。
　ゲストハウスについては上記の２施設を対象として、実現の方策について検討する。
■スポーツトレイルに接続する施設の整備内容
１）多目的コートの設置
　現教職員宿舎木造棟の１３戸を廃止し、その一部に多目的コート２面を設ける。この多目的コートは地域にも開放され
るものとする。ただし、ゲストハウスとしての転用が可能な場合は廃止戸数を変更する。
２）第二体育館の改修（更衣室・トイレの整備）
　現在、トイレ、更衣室などがない第二体育館の機能を補完することを主な目的として改修を行う。女子学生の増加、社
会の多様化を踏まえてユニバーサルデザイン化を図りつつ、女性用トイレと更衣室、及びオールジェンダー用トイレと更
衣室を整備する。
３）スポーツテラスの整備
　図に示す位置にスポーツトレイルに接続し、かつクリエイティブコア２、モノづくりテラスと近接する位置にストレッ
チングや休憩の場となるスポーツテラスを設けることで、学生たちのアクティブな取り組みが表出する場を作り出す。
■２つのネットワークを補完する整備
１）サイン計画、ベンチ、照明などの設置
　学内に点在し、放課後や休日の学生の主体的な活動の場であり、地域に開かれた活動の場となるクリエイティブネット

ワーク、スポーツトレイルを構成する施設を結びつけ、ネットワークを明示するためにサイン計画、鋪道整備、照明設備・
ベンチの設置などを行う。
２）駐車場
　クリエイティブネットワークの整備のための用地となる５号館、６号館、専攻科棟に隣接する現駐車場エリアの代替と
して、また地域住民や地域企業がスポーツトレイルやクリエイティブネットワークにアクセスすることを容易にするため
に廃止した宿舎の跡地に多目的コートと併せて、駐車場を設置する。
３）老朽化した川沿いのフェンスの一部撤去による修景
　糸貫川沿いの歩道に面してフェンスが設置されているが、一部は老朽化している。歩道と岐阜高専敷地の間には側溝や
高低差があり、フェンスがなくても容易には行き来できない。このフェンスを撤去することによって糸貫川沿いの歩道に
向けてより良好な景観が形成される。
４）合宿所の位置付け
　２つの合宿所（第一陵雲荘、第二陵雲荘）は長期休暇中のモノづくり系、運動にわたる学生の活動を支える重要な施設
であり、インテリジェントアスリートキャンパスの中で位置付けることは重要であるが、現在、合宿所のあり方について
は学内で議論が行われており、現施設整備マスタープランにおいては位置付けを行わず、議論の推移を見守ることとした。
■　キャンパス全体のバリアフリー化について
　岐阜高専に通う学生や勤務する教職員の背景の多様化していることも踏まえ、キャンパスマスタープランに関わらず、
すべての施設整備はインクルーシブデザイン（多様な属性を持った使用者に配慮してあらゆる人たちが使いやすいデザイ
ン）の観点を導入し、学生・教職員が使いやすい空間づくりを行う。
　また、学内各施設の整備時にバリアフリー化を進める。このことによって構内全体に張り巡らされるクリエイティブネッ
トワーク、スポーツトレイルはあらゆる人がアクセスできるようになる。
■陳腐化・老朽化対策
・寮食堂改修
　現在、寮食堂は設備の老朽化・陳腐化しており、円滑な寮食堂の運営が困難になっている。そのため、寮食堂を早期に改修、
設備の更新を図る必要がある。

＜地域連携＞
　今後、施設整備を進める上でも地域と多様な形で連携を進めていくことは重要である。施設整備に関する多様な地域と
の連携は大別すると次の２点に集約される。１点目は岐阜高専の有する専門的な技術や学園環境を地域の産業や教育に提
供し、豊かな地域社会作りにいかに寄与しうるかであり、２点目はいかに地域の支援を得て、効率的な施設運営を図るか
という点である。施設整備マスタープランにおいてもこの２点を地域連携の重要なポイントと位置付ける。
■地域貢献
１）クリエイティブネットワークを活用した地域貢献プログラム
　学生たちの活動の場であるクリエイティブネットワークを地域に開放する。具体的にはオープンラボやクリエイティブ
コアなどを活用した公開講座、リテラシー活動などによる教育プログラム及び、テクノセンター、地域連携室などを舞台
とする地域企業とのスタートアッププログラムや共同のモノづくり活動や技術開発などを積極的に展開する。
２）スポーツトレイルの地域への開放
　現在、体育館は地域開放施設であり、また、グラウンドを利用して陸上部による教室も開かれている。これらに加えて
新たに設ける多目的コートも地域開放施設とする。また、約８８０mのスポーツトレイル自体も地域の人々が散歩やジョ
ギングできる安全な環境として活用できるようにし、第２体育館に設けるジェンダーレス更衣室、トイレも使用可能とする。
３）地域連携を踏まえた駐車場の計画
　木造教職員宿舎の廃止後の跡地に設ける駐車場に関して、駐車場への進入動線や開放時の駐車台数などを考慮して計画
することで地域住民や地域企業の利用の円滑を図る。
■地域との協働
 クリエイティブネットワーク、スポーツトレイルの整備・運営に関して地域（企業、行政、市民）と活用プログラムに関
して協議を行い、また、経済的な支援を受け入れるための枠組みを構築した上で具体的に協働を進める。

＜インテリジェントアスリートキャンパス実現に向けた方針＞
・モノづくりアスリートを支援するための活動拠点の整備
　老朽化した文化部部室や用途変更が必要な施設を再構成・再配置して、主として放課後に行われる学生主体のさまざま
なモノづくり活動の拠点となる充実した設備を備えた施設を整備する。

・クリエイティブな運動空間への進化
　運動部部室、体育館などの更新、外構・構内道路などを含めて、総合的に計画を行い、
伸び伸びと体を動かすことができるキャンパスへと整備を進める。
・効率的なキャンパス運営の実現
　老朽化した施設の廃止の検討や既存施設の設備を見直しによって省エネルギー化を図る
ことによって運営コストの低減を図る

・地域に開かれたキャンパス空間へ
　地域との関係強化
　・地域への研究・教育を通した貢献
　・施設の地域への開放の推進（既に図書館や運動施設は制度的には開放）
　・地域からのサポート

＜整備計画＞
■２つのネットワークの設定とアクティビティの可視化
　構内に放課後の学生主体の活動、地域企業との連携の舞台となる各施設を結びつけるク
リエイティブ・ネットワーク（C.N.）と地域にも開放された体を動かすことを楽しむた
めのスポーツトレイル(S.T.）という２つのネットワークを設定する。（図）このネット
ワークに関わる施設は学生たちのアクティビティが表出するように透明性を持った大きな
開口部を設ける、屋外テラスと一体的につなげるなど、それぞれの施設が属するネットワ
ークに対して開放的に計画を行う。また、経路を示すサイン計画、ベンチやテラスの設置

などを行う。これらの方法によってネットワークが有機的に機能し、アクティビティが可視化される。
■クリエイティブネットワークを構成する施設の整備内容
１）オープンラボ
　電子制御工学科棟の改修にあたり、１階を学年を超えて電子制御工学科のモノづくりを介した交流を促し、他学科にも
開かれたオープンラボとして整備を行う。

２）クリエイティブ・コア１
　機能が陳腐化したボイラー室をモノづくりの拠点スペースの一つとして転用する。ロボット研究部、エコラン部など複
数のクラブの共用を想定して高い階高を活かしたモノづくり拠点の一つとする。

３）クリエイティブ・コア２
　老朽化している文化部部室、廃止する室内運動場のモノづくり工房への面積の転用、老朽化した屋外トイレ・シャワー
室を併せて３つの施設を連動させてクリエイティブ・コア２とする。複数クラブの部室の共用、モノづくりリテラシーの
活動などにより、分野を超えて連携したモノづくりの場として計画を行う。

４）モノづくりテラス
　クリエイティブコア２と関係づけ、かつスポーツテラスと隣接する場所に、室外に広がるモノづくりの場としてのテラ
スを計画することでインテリジェントアスリートのイメージが表出するエリアとする。

５）水理実験室
　大型水路などを有し、環境都市工学科が所有する老朽化した水理実験室について、内部の実験施設の様子がクリエイティ
ブ・ネットワークの一部として可視化される空間として建屋を改修する。

６）専攻科棟
・地域連携室の専攻科棟への移設

　モノづくりに関わる先端設備を備える地域連携室は現在、福利施設２階に設置されているが、設置の背景には適切な位

■面積の状況
・現在、要整備面積は 1103 ㎡。
・2024 年度施設実態報告において施設調査単位が高専宿泊施設から高専宿泊施設（混住型）に変更されたため変更されたことによる基準整備面積の増加により、要整備面積の超過が解消された。
・体育施設、高専管理施設は 178 ㎡超過。体育施設は 575 ㎡加算面積を有している。
・高専教育・研究施設は 677 ㎡充足していない。
・高専支援施設も 235 ㎡未充足。
・例えば寮事務棟を取り壊しても１２名分（１８㎡×12 名 :216 ㎡）基準面積が減少するので取り壊しは面積調整に寄与しない。大型改修の際に面積を調整するしかない。
・基準整備面積の加算整備面積への転換はできない。
・加算整備面積内の区分変更は可能である。
・加算整備面積は１００㎡以上が対象。
・１００㎡以上になるならば、２部屋以上を１部屋にすることは可能。
・既存施設を一旦廃止にし、その面積を新たな整備に組み込むことで施設の効率的再配置を図ることが考えられる。

面積区分名称

建物

面積

（A)

現有

面積

（B)

所有

面積

（C)

借用

面積

（D)

保有

面積

（E)

補助

整備

保有

面積

（F)

自己

整備

保有

面積

（G)

基準

整備

面積

（H)

加算

整備

面積

（I)

必要

面積

（I)

31 高専教育・研究施設 17389 17389 17367 22 17389 17196 193 16700 1173 17873 677 充実を図る必要がある。

32 高専図書館 1548 1548 1548 0 1548 1548 0 1600 0 1600 52

33 高専体育施設 3987 3987 3987 0 3987 2853 1134 2100 575 2675 -178 自己整備保有面積のうち774m2は安藤記念館

34 高専支援施設 1537 1537 1537 0 1537 1311 226 1546 0 1546 235 部室を含む。

35 高専宿泊施設（職員宿舎除く） 7498 7498 7498 0 7498 7498 0 0 495

35 高専宿泊施設（職員宿舎のみ） 1454 1454 1454 0 1454 1454 0 0 1454 1454 0

36 高専管理施設 2339 2339 2339 0 2339 2339 0 270 1891 2161 -178 ボイラー室は加算面積に含まれる。

37 高専設備室等 541 541 541 0 541 432 109 0 432 432 0

計 36293 36293 36271 22 36293 34631 1662 30209 5525 35734 1103

計（職員宿舎を含まない） 34839 34839 34817 22 34839 33177 1662 30209 4071 34280 1103

面積区

分No

現有面積等（㎡） 保有面積等（㎡） 必要面積等（㎡）

要整備

面積

（㎡）

I-F

7993 7993

■区分別面積と必要面積の充足状況
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置に室がなかったことがあり、クリエイティブネットワーク構築に伴い、専攻科棟に移築することでクリエイティブネッ
トワークにおけるモノづくりの高度化を図る。
・共同研究室

　専攻科棟への地域連携室の移設に伴い、不足する研究室をクリエイティブネットワークと関係付けできる位置に共同研
究室として増築する。共同研究室は学科を超えた若手教員の居室とし、教員相互、あるいはモノづくりに取り組む学生た
ちとの情報の交換、コミュニケーションを促す場を計画する。

７）テクノセンター
　既存施設であるテクノセンター及び工具・演習室をクリエイティブネットワークの中に位置付ける。クリエイティブネッ
トワークを有効に機能させるために施設の一部を改修し、現在不足しているNC加工機などの木工系の設備を導入し、モ
ノづくり環境の充実を図る。

８）クリエイティブネットワークを機能させるための整備
・２クラス対応教室の整備

　共通の授業を２クラス同時に受講できることによって教員の担当する授業時間を一定程度減らすことで教員の研究や学
生主体のモノづくり活動の支援に振り分ける時間を作り出すことが可能になる。そこで図書館棟１階のクリエイティブコ
モンズ、６号棟４階の大講義室、４号棟２階のモノづくりセミナールームを２クラス同時授業が可能な教室として整備する。
ただし、大幅な改修は行わず、設備や什器の充実を図ることでこれを実現する。
９）ゲストハウスの設置
　本校に来校し、短期、中期にわたって滞在する外部研究者の宿泊用宿舎（ゲストハウス）を設置し、クリエイティブネッ
トワークと結びつけることで研究者間の学術面での交流のみではなく、学生たちのモノづくり活動に刺激を与える環境を
作り出す。設置するゲストハウスは原則として既存施設の改修、転用によるものとする。ゲストハウス設置に向けては学外、
海外との研究活動や教育に関する交流に関わるプログラムを積極的に推進することが必要となる。
　具体的な既設対象としては以下の２施設が考えられる。
　・木造・RC 造職員宿舎の活用

　木造職員宿舎は本校が都市計画区域に含まれたことによって、現在既存不適格建築物（建設当初は建築基準法を満たし
ていたが、現在の法律の規定は満たしていない建物）となっている。この宿舎の敷地は一般住宅用地であり、ゲストハウ
スは敷地を学校用地に変更が必要となる可能性があり、さらに用地指定の変更には既存宿舎を現行基準法に適合させる改
修を施す必要が生じる。
　・学生寮管理棟の活用

　学生寮管理棟の２階居室の活用は用地の変更を伴わなくてもよいという点では容易だと考えられる。ただし、近い将来、
寮改修などによって寮学生を収容可能な居室の状況の変化が予測される場合、学生用宿泊施設として残しておく必要があ
るため、寮改修以降に整備することになる。
　ゲストハウスについては上記の２施設を対象として、実現の方策について検討する。
■スポーツトレイルに接続する施設の整備内容
１）多目的コートの設置
　現教職員宿舎木造棟の１３戸を廃止し、その一部に多目的コート２面を設ける。この多目的コートは地域にも開放され
るものとする。ただし、ゲストハウスとしての転用が可能な場合は廃止戸数を変更する。
２）第二体育館の改修（更衣室・トイレの整備）
　現在、トイレ、更衣室などがない第二体育館の機能を補完することを主な目的として改修を行う。女子学生の増加、社
会の多様化を踏まえてユニバーサルデザイン化を図りつつ、女性用トイレと更衣室、及びオールジェンダー用トイレと更
衣室を整備する。
３）スポーツテラスの整備
　図に示す位置にスポーツトレイルに接続し、かつクリエイティブコア２、モノづくりテラスと近接する位置にストレッ
チングや休憩の場となるスポーツテラスを設けることで、学生たちのアクティブな取り組みが表出する場を作り出す。
■２つのネットワークを補完する整備
１）サイン計画、ベンチ、照明などの設置
　学内に点在し、放課後や休日の学生の主体的な活動の場であり、地域に開かれた活動の場となるクリエイティブネット

ワーク、スポーツトレイルを構成する施設を結びつけ、ネットワークを明示するためにサイン計画、鋪道整備、照明設備・
ベンチの設置などを行う。
２）駐車場
　クリエイティブネットワークの整備のための用地となる５号館、６号館、専攻科棟に隣接する現駐車場エリアの代替と
して、また地域住民や地域企業がスポーツトレイルやクリエイティブネットワークにアクセスすることを容易にするため
に廃止した宿舎の跡地に多目的コートと併せて、駐車場を設置する。
３）老朽化した川沿いのフェンスの一部撤去による修景
　糸貫川沿いの歩道に面してフェンスが設置されているが、一部は老朽化している。歩道と岐阜高専敷地の間には側溝や
高低差があり、フェンスがなくても容易には行き来できない。このフェンスを撤去することによって糸貫川沿いの歩道に
向けてより良好な景観が形成される。
４）合宿所の位置付け
　２つの合宿所（第一陵雲荘、第二陵雲荘）は長期休暇中のモノづくり系、運動にわたる学生の活動を支える重要な施設
であり、インテリジェントアスリートキャンパスの中で位置付けることは重要であるが、現在、合宿所のあり方について
は学内で議論が行われており、現施設整備マスタープランにおいては位置付けを行わず、議論の推移を見守ることとした。
■　キャンパス全体のバリアフリー化について
　岐阜高専に通う学生や勤務する教職員の背景の多様化していることも踏まえ、キャンパスマスタープランに関わらず、
すべての施設整備はインクルーシブデザイン（多様な属性を持った使用者に配慮してあらゆる人たちが使いやすいデザイ
ン）の観点を導入し、学生・教職員が使いやすい空間づくりを行う。
　また、学内各施設の整備時にバリアフリー化を進める。このことによって構内全体に張り巡らされるクリエイティブネッ
トワーク、スポーツトレイルはあらゆる人がアクセスできるようになる。
■陳腐化・老朽化対策
・寮食堂改修
　現在、寮食堂は設備の老朽化・陳腐化しており、円滑な寮食堂の運営が困難になっている。そのため、寮食堂を早期に改修、
設備の更新を図る必要がある。

＜地域連携＞
　今後、施設整備を進める上でも地域と多様な形で連携を進めていくことは重要である。施設整備に関する多様な地域と
の連携は大別すると次の２点に集約される。１点目は岐阜高専の有する専門的な技術や学園環境を地域の産業や教育に提
供し、豊かな地域社会作りにいかに寄与しうるかであり、２点目はいかに地域の支援を得て、効率的な施設運営を図るか
という点である。施設整備マスタープランにおいてもこの２点を地域連携の重要なポイントと位置付ける。
■地域貢献
１）クリエイティブネットワークを活用した地域貢献プログラム
　学生たちの活動の場であるクリエイティブネットワークを地域に開放する。具体的にはオープンラボやクリエイティブ
コアなどを活用した公開講座、リテラシー活動などによる教育プログラム及び、テクノセンター、地域連携室などを舞台
とする地域企業とのスタートアッププログラムや共同のモノづくり活動や技術開発などを積極的に展開する。
２）スポーツトレイルの地域への開放
　現在、体育館は地域開放施設であり、また、グラウンドを利用して陸上部による教室も開かれている。これらに加えて
新たに設ける多目的コートも地域開放施設とする。また、約８８０mのスポーツトレイル自体も地域の人々が散歩やジョ
ギングできる安全な環境として活用できるようにし、第２体育館に設けるジェンダーレス更衣室、トイレも使用可能とする。
３）地域連携を踏まえた駐車場の計画
　木造教職員宿舎の廃止後の跡地に設ける駐車場に関して、駐車場への進入動線や開放時の駐車台数などを考慮して計画
することで地域住民や地域企業の利用の円滑を図る。
■地域との協働
 クリエイティブネットワーク、スポーツトレイルの整備・運営に関して地域（企業、行政、市民）と活用プログラムに関
して協議を行い、また、経済的な支援を受け入れるための枠組みを構築した上で具体的に協働を進める。

＜インテリジェントアスリートキャンパス実現に向けた方針＞
・モノづくりアスリートを支援するための活動拠点の整備
　老朽化した文化部部室や用途変更が必要な施設を再構成・再配置して、主として放課後に行われる学生主体のさまざま
なモノづくり活動の拠点となる充実した設備を備えた施設を整備する。

・クリエイティブな運動空間への進化
　運動部部室、体育館などの更新、外構・構内道路などを含めて、総合的に計画を行い、
伸び伸びと体を動かすことができるキャンパスへと整備を進める。
・効率的なキャンパス運営の実現
　老朽化した施設の廃止の検討や既存施設の設備を見直しによって省エネルギー化を図る
ことによって運営コストの低減を図る

・地域に開かれたキャンパス空間へ
　地域との関係強化
　・地域への研究・教育を通した貢献
　・施設の地域への開放の推進（既に図書館や運動施設は制度的には開放）
　・地域からのサポート

＜整備計画＞
■２つのネットワークの設定とアクティビティの可視化
　構内に放課後の学生主体の活動、地域企業との連携の舞台となる各施設を結びつけるク
リエイティブ・ネットワーク（C.N.）と地域にも開放された体を動かすことを楽しむた
めのスポーツトレイル(S.T.）という２つのネットワークを設定する。（図）このネット
ワークに関わる施設は学生たちのアクティビティが表出するように透明性を持った大きな
開口部を設ける、屋外テラスと一体的につなげるなど、それぞれの施設が属するネットワ
ークに対して開放的に計画を行う。また、経路を示すサイン計画、ベンチやテラスの設置

などを行う。これらの方法によってネットワークが有機的に機能し、アクティビティが可視化される。
■クリエイティブネットワークを構成する施設の整備内容
１）オープンラボ
　電子制御工学科棟の改修にあたり、１階を学年を超えて電子制御工学科のモノづくりを介した交流を促し、他学科にも
開かれたオープンラボとして整備を行う。

２）クリエイティブ・コア１
　機能が陳腐化したボイラー室をモノづくりの拠点スペースの一つとして転用する。ロボット研究部、エコラン部など複
数のクラブの共用を想定して高い階高を活かしたモノづくり拠点の一つとする。

３）クリエイティブ・コア２
　老朽化している文化部部室、廃止する室内運動場のモノづくり工房への面積の転用、老朽化した屋外トイレ・シャワー
室を併せて３つの施設を連動させてクリエイティブ・コア２とする。複数クラブの部室の共用、モノづくりリテラシーの
活動などにより、分野を超えて連携したモノづくりの場として計画を行う。

４）モノづくりテラス
　クリエイティブコア２と関係づけ、かつスポーツテラスと隣接する場所に、室外に広がるモノづくりの場としてのテラ
スを計画することでインテリジェントアスリートのイメージが表出するエリアとする。

５）水理実験室
　大型水路などを有し、環境都市工学科が所有する老朽化した水理実験室について、内部の実験施設の様子がクリエイティ
ブ・ネットワークの一部として可視化される空間として建屋を改修する。

６）専攻科棟
・地域連携室の専攻科棟への移設

　モノづくりに関わる先端設備を備える地域連携室は現在、福利施設２階に設置されているが、設置の背景には適切な位

■施設毎の面積と区分の詳細
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置に室がなかったことがあり、クリエイティブネットワーク構築に伴い、専攻科棟に移築することでクリエイティブネッ
トワークにおけるモノづくりの高度化を図る。
・共同研究室

　専攻科棟への地域連携室の移設に伴い、不足する研究室をクリエイティブネットワークと関係付けできる位置に共同研
究室として増築する。共同研究室は学科を超えた若手教員の居室とし、教員相互、あるいはモノづくりに取り組む学生た
ちとの情報の交換、コミュニケーションを促す場を計画する。

７）テクノセンター
　既存施設であるテクノセンター及び工具・演習室をクリエイティブネットワークの中に位置付ける。クリエイティブネッ
トワークを有効に機能させるために施設の一部を改修し、現在不足しているNC加工機などの木工系の設備を導入し、モ
ノづくり環境の充実を図る。

８）クリエイティブネットワークを機能させるための整備
・２クラス対応教室の整備

　共通の授業を２クラス同時に受講できることによって教員の担当する授業時間を一定程度減らすことで教員の研究や学
生主体のモノづくり活動の支援に振り分ける時間を作り出すことが可能になる。そこで図書館棟１階のクリエイティブコ
モンズ、６号棟４階の大講義室、４号棟２階のモノづくりセミナールームを２クラス同時授業が可能な教室として整備する。
ただし、大幅な改修は行わず、設備や什器の充実を図ることでこれを実現する。
９）ゲストハウスの設置
　本校に来校し、短期、中期にわたって滞在する外部研究者の宿泊用宿舎（ゲストハウス）を設置し、クリエイティブネッ
トワークと結びつけることで研究者間の学術面での交流のみではなく、学生たちのモノづくり活動に刺激を与える環境を
作り出す。設置するゲストハウスは原則として既存施設の改修、転用によるものとする。ゲストハウス設置に向けては学外、
海外との研究活動や教育に関する交流に関わるプログラムを積極的に推進することが必要となる。
　具体的な既設対象としては以下の２施設が考えられる。
　・木造・RC 造職員宿舎の活用

　木造職員宿舎は本校が都市計画区域に含まれたことによって、現在既存不適格建築物（建設当初は建築基準法を満たし
ていたが、現在の法律の規定は満たしていない建物）となっている。この宿舎の敷地は一般住宅用地であり、ゲストハウ
スは敷地を学校用地に変更が必要となる可能性があり、さらに用地指定の変更には既存宿舎を現行基準法に適合させる改
修を施す必要が生じる。
　・学生寮管理棟の活用

　学生寮管理棟の２階居室の活用は用地の変更を伴わなくてもよいという点では容易だと考えられる。ただし、近い将来、
寮改修などによって寮学生を収容可能な居室の状況の変化が予測される場合、学生用宿泊施設として残しておく必要があ
るため、寮改修以降に整備することになる。
　ゲストハウスについては上記の２施設を対象として、実現の方策について検討する。
■スポーツトレイルに接続する施設の整備内容
１）多目的コートの設置
　現教職員宿舎木造棟の１３戸を廃止し、その一部に多目的コート２面を設ける。この多目的コートは地域にも開放され
るものとする。ただし、ゲストハウスとしての転用が可能な場合は廃止戸数を変更する。
２）第二体育館の改修（更衣室・トイレの整備）
　現在、トイレ、更衣室などがない第二体育館の機能を補完することを主な目的として改修を行う。女子学生の増加、社
会の多様化を踏まえてユニバーサルデザイン化を図りつつ、女性用トイレと更衣室、及びオールジェンダー用トイレと更
衣室を整備する。
３）スポーツテラスの整備
　図に示す位置にスポーツトレイルに接続し、かつクリエイティブコア２、モノづくりテラスと近接する位置にストレッ
チングや休憩の場となるスポーツテラスを設けることで、学生たちのアクティブな取り組みが表出する場を作り出す。
■２つのネットワークを補完する整備
１）サイン計画、ベンチ、照明などの設置
　学内に点在し、放課後や休日の学生の主体的な活動の場であり、地域に開かれた活動の場となるクリエイティブネット

ワーク、スポーツトレイルを構成する施設を結びつけ、ネットワークを明示するためにサイン計画、鋪道整備、照明設備・
ベンチの設置などを行う。
２）駐車場
　クリエイティブネットワークの整備のための用地となる５号館、６号館、専攻科棟に隣接する現駐車場エリアの代替と
して、また地域住民や地域企業がスポーツトレイルやクリエイティブネットワークにアクセスすることを容易にするため
に廃止した宿舎の跡地に多目的コートと併せて、駐車場を設置する。
３）老朽化した川沿いのフェンスの一部撤去による修景
　糸貫川沿いの歩道に面してフェンスが設置されているが、一部は老朽化している。歩道と岐阜高専敷地の間には側溝や
高低差があり、フェンスがなくても容易には行き来できない。このフェンスを撤去することによって糸貫川沿いの歩道に
向けてより良好な景観が形成される。
４）合宿所の位置付け
　２つの合宿所（第一陵雲荘、第二陵雲荘）は長期休暇中のモノづくり系、運動にわたる学生の活動を支える重要な施設
であり、インテリジェントアスリートキャンパスの中で位置付けることは重要であるが、現在、合宿所のあり方について
は学内で議論が行われており、現施設整備マスタープランにおいては位置付けを行わず、議論の推移を見守ることとした。
■　キャンパス全体のバリアフリー化について
　岐阜高専に通う学生や勤務する教職員の背景の多様化していることも踏まえ、キャンパスマスタープランに関わらず、
すべての施設整備はインクルーシブデザイン（多様な属性を持った使用者に配慮してあらゆる人たちが使いやすいデザイ
ン）の観点を導入し、学生・教職員が使いやすい空間づくりを行う。
　また、学内各施設の整備時にバリアフリー化を進める。このことによって構内全体に張り巡らされるクリエイティブネッ
トワーク、スポーツトレイルはあらゆる人がアクセスできるようになる。
■陳腐化・老朽化対策
・寮食堂改修
　現在、寮食堂は設備の老朽化・陳腐化しており、円滑な寮食堂の運営が困難になっている。そのため、寮食堂を早期に改修、
設備の更新を図る必要がある。

＜地域連携＞
　今後、施設整備を進める上でも地域と多様な形で連携を進めていくことは重要である。施設整備に関する多様な地域と
の連携は大別すると次の２点に集約される。１点目は岐阜高専の有する専門的な技術や学園環境を地域の産業や教育に提
供し、豊かな地域社会作りにいかに寄与しうるかであり、２点目はいかに地域の支援を得て、効率的な施設運営を図るか
という点である。施設整備マスタープランにおいてもこの２点を地域連携の重要なポイントと位置付ける。
■地域貢献
１）クリエイティブネットワークを活用した地域貢献プログラム
　学生たちの活動の場であるクリエイティブネットワークを地域に開放する。具体的にはオープンラボやクリエイティブ
コアなどを活用した公開講座、リテラシー活動などによる教育プログラム及び、テクノセンター、地域連携室などを舞台
とする地域企業とのスタートアッププログラムや共同のモノづくり活動や技術開発などを積極的に展開する。
２）スポーツトレイルの地域への開放
　現在、体育館は地域開放施設であり、また、グラウンドを利用して陸上部による教室も開かれている。これらに加えて
新たに設ける多目的コートも地域開放施設とする。また、約８８０mのスポーツトレイル自体も地域の人々が散歩やジョ
ギングできる安全な環境として活用できるようにし、第２体育館に設けるジェンダーレス更衣室、トイレも使用可能とする。
３）地域連携を踏まえた駐車場の計画
　木造教職員宿舎の廃止後の跡地に設ける駐車場に関して、駐車場への進入動線や開放時の駐車台数などを考慮して計画
することで地域住民や地域企業の利用の円滑を図る。
■地域との協働
 クリエイティブネットワーク、スポーツトレイルの整備・運営に関して地域（企業、行政、市民）と活用プログラムに関
して協議を行い、また、経済的な支援を受け入れるための枠組みを構築した上で具体的に協働を進める。

＜インテリジェントアスリートキャンパス実現に向けた方針＞
・モノづくりアスリートを支援するための活動拠点の整備
　老朽化した文化部部室や用途変更が必要な施設を再構成・再配置して、主として放課後に行われる学生主体のさまざま

　インテリジェントテクノアスリートとはモノづくり、身体的活動のいかんに関わらず、能動的かつ知的にモノゴトに取
り組む学生を指す。岐阜高専では共同教育やスタートアップ事業も始まり、また、これまでの運動部やロボット研究会を
中心とした部活動のみでなく、リテラシー活動の参加者も近年大幅に増加し、また自らコンテストに積極的に参加する学
生も増加している。これらの学生たちは運動とモノづくり活動の双方に取り組んだり、機械工学科と建築学科の学生が協
働してコンテストに取り組むなど、領域を超えてあるいはまたいで活動していることも多い。本校ではそうした学生たち
の積極的取り組みを促し、支援することはより多様化、複雑化する新しい時代を自ら切り拓くエンジニアを育てていくこ
とだと考えている。
　そこで「岐阜高専キャンパスマスタープラン 2024」では現在のキャンパスをインテリジェントアスリートを育てるた
めのキャンバス環境へと進化させることを目標に掲げるものとする。
　ここでテーマに進化という言葉を選んだ背景には、新しい施設を作るのではなく現在の環境を発展させるという意図を
含んでいる。現在、予算の縮小やそれに伴う常勤教員・事務スタッフの減少によって本校の運営はさまざまな面で逼迫し
た状況にある。また、長年にわたって時代に対応した施設を増設したことによってさまざまな機能がキャンパス内に分散
していることも効率的な運営の妨げになっている。ここで新たな施設を増設することはさらに運営が皺寄せを受けること
にもなりかねない。そこで本キャンパスマスタープランにおいては新たな機能を増やすのではなく、老朽化し、分散化し
た機能をインテリジェントアスリートキャンパスという目標のもとに再構成することを中心に計画し、既存環境の充実を
図ることで本校を新しい多様性の時代に相応しいエンジニアの揺籃として発展させたいと考える。

■インテリジェントテクノアスリート・キャンパスへの進化
＜主旨＞

なモノづくり活動の拠点となる充実した設備を備えた施設を整備する。

・クリエイティブな運動空間への進化
　運動部部室、体育館などの更新、外構・構内道路などを含めて、総合的に計画を行い、
伸び伸びと体を動かすことができるキャンパスへと整備を進める。
・効率的なキャンパス運営の実現
　老朽化した施設の廃止の検討や既存施設の設備を見直しによって省エネルギー化を図る
ことによって運営コストの低減を図る

・地域に開かれたキャンパス空間へ
　地域との関係強化
　・地域への研究・教育を通した貢献
　・施設の地域への開放の推進（既に図書館や運動施設は制度的には開放）
　・地域からのサポート

＜整備計画＞
■２つのネットワークの設定とアクティビティの可視化
　構内に放課後の学生主体の活動、地域企業との連携の舞台となる各施設を結びつけるク
リエイティブ・ネットワーク（C.N.）と地域にも開放された体を動かすことを楽しむた
めのスポーツトレイル(S.T.）という２つのネットワークを設定する。（図）このネット
ワークに関わる施設は学生たちのアクティビティが表出するように透明性を持った大きな
開口部を設ける、屋外テラスと一体的につなげるなど、それぞれの施設が属するネットワ
ークに対して開放的に計画を行う。また、経路を示すサイン計画、ベンチやテラスの設置 図　C.N. 及び S.T. の構成ダイアグラム

工具・演習室

(920)
専攻科棟

第２体育館

４号館

テクノセンター
庭球器具庫

(200)水理実験室

多目的コート（２面）
　　（地域連携）

モノづくりセミナールーム
＜伊吹２階＞

クリエイティブコア1
（部室、工房）
１５４㎡

ジェンダーレス更衣室・トイレ

モノづくりテラス

スポーツトレイル
内回り約880m

スポーツトレイル
外回りへ

クリエイティブ・ネットワーク

クリエイティブコア2
（部室、工房、トイレ）

380㎡

スポーツテラス
共
同
研
究
室

産官学連携室

駐車場

５号館
オープンラボ（１階）

などを行う。これらの方法によってネットワークが有機的に機能し、アクティビティが可視化される。
■クリエイティブネットワークを構成する施設の整備内容
１）オープンラボ
　電子制御工学科棟の改修にあたり、１階を学年を超えて電子制御工学科のモノづくりを介した交流を促し、他学科にも
開かれたオープンラボとして整備を行う。

２）クリエイティブ・コア１
　機能が陳腐化したボイラー室をモノづくりの拠点スペースの一つとして転用する。ロボット研究部、エコラン部など複
数のクラブの共用を想定して高い階高を活かしたモノづくり拠点の一つとする。

３）クリエイティブ・コア２
　老朽化している文化部部室、廃止する室内運動場のモノづくり工房への面積の転用、老朽化した屋外トイレ・シャワー
室を併せて３つの施設を連動させてクリエイティブ・コア２とする。複数クラブの部室の共用、モノづくりリテラシーの
活動などにより、分野を超えて連携したモノづくりの場として計画を行う。

４）モノづくりテラス
　クリエイティブコア２と関係づけ、かつスポーツテラスと隣接する場所に、室外に広がるモノづくりの場としてのテラ
スを計画することでインテリジェントアスリートのイメージが表出するエリアとする。

５）水理実験室
　大型水路などを有し、環境都市工学科が所有する老朽化した水理実験室について、内部の実験施設の様子がクリエイティ
ブ・ネットワークの一部として可視化される空間として建屋を改修する。

６）専攻科棟
・地域連携室の専攻科棟への移設

　モノづくりに関わる先端設備を備える地域連携室は現在、福利施設２階に設置されているが、設置の背景には適切な位

令和４年度営繕事業（事業区分 B）、及び
令和５年度岐阜高専学生会事業として学生
の主体的な活動により整備

クリエイティブ
コモンズ

起業家工房

情報処理
センター図書館

1F
2F

一号館

図書館

言の葉テラス
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置に室がなかったことがあり、クリエイティブネットワーク構築に伴い、専攻科棟に移築することでクリエイティブネッ
トワークにおけるモノづくりの高度化を図る。
・共同研究室

　専攻科棟への地域連携室の移設に伴い、不足する研究室をクリエイティブネットワークと関係付けできる位置に共同研
究室として増築する。共同研究室は学科を超えた若手教員の居室とし、教員相互、あるいはモノづくりに取り組む学生た
ちとの情報の交換、コミュニケーションを促す場を計画する。

７）テクノセンター
　既存施設であるテクノセンター及び工具・演習室をクリエイティブネットワークの中に位置付ける。クリエイティブネッ
トワークを有効に機能させるために施設の一部を改修し、現在不足しているNC加工機などの木工系の設備を導入し、モ
ノづくり環境の充実を図る。

８）クリエイティブネットワークを機能させるための整備
・２クラス対応教室の整備

　共通の授業を２クラス同時に受講できることによって教員の担当する授業時間を一定程度減らすことで教員の研究や学
生主体のモノづくり活動の支援に振り分ける時間を作り出すことが可能になる。そこで図書館棟１階のクリエイティブコ
モンズ、６号棟４階の大講義室、４号棟２階のモノづくりセミナールームを２クラス同時授業が可能な教室として整備する。
ただし、大幅な改修は行わず、設備や什器の充実を図ることでこれを実現する。
９）ゲストハウスの設置
　本校に来校し、短期、中期にわたって滞在する外部研究者の宿泊用宿舎（ゲストハウス）を設置し、クリエイティブネッ
トワークと結びつけることで研究者間の学術面での交流のみではなく、学生たちのモノづくり活動に刺激を与える環境を
作り出す。設置するゲストハウスは原則として既存施設の改修、転用によるものとする。ゲストハウス設置に向けては学外、
海外との研究活動や教育に関する交流に関わるプログラムを積極的に推進することが必要となる。
　具体的な既設対象としては以下の２施設が考えられる。
　・木造・RC 造職員宿舎の活用

　木造職員宿舎は本校が都市計画区域に含まれたことによって、現在既存不適格建築物（建設当初は建築基準法を満たし
ていたが、現在の法律の規定は満たしていない建物）となっている。この宿舎の敷地は一般住宅用地であり、ゲストハウ
スは敷地を学校用地に変更が必要となる可能性があり、さらに用地指定の変更には既存宿舎を現行基準法に適合させる改
修を施す必要が生じる。
　・学生寮管理棟の活用

　学生寮管理棟の２階居室の活用は用地の変更を伴わなくてもよいという点では容易だと考えられる。ただし、近い将来、
寮改修などによって寮学生を収容可能な居室の状況の変化が予測される場合、学生用宿泊施設として残しておく必要があ
るため、寮改修以降に整備することになる。
　ゲストハウスについては上記の２施設を対象として、実現の方策について検討する。
■スポーツトレイルに接続する施設の整備内容
１）多目的コートの設置
　現教職員宿舎木造棟の１３戸を廃止し、その一部に多目的コート２面を設ける。この多目的コートは地域にも開放され
るものとする。ただし、ゲストハウスとしての転用が可能な場合は廃止戸数を変更する。
２）第二体育館の改修（更衣室・トイレの整備）
　現在、トイレ、更衣室などがない第二体育館の機能を補完することを主な目的として改修を行う。女子学生の増加、社
会の多様化を踏まえてユニバーサルデザイン化を図りつつ、女性用トイレと更衣室、及びオールジェンダー用トイレと更
衣室を整備する。
３）スポーツテラスの整備
　図に示す位置にスポーツトレイルに接続し、かつクリエイティブコア２、モノづくりテラスと近接する位置にストレッ
チングや休憩の場となるスポーツテラスを設けることで、学生たちのアクティブな取り組みが表出する場を作り出す。
■２つのネットワークを補完する整備
１）サイン計画、ベンチ、照明などの設置
　学内に点在し、放課後や休日の学生の主体的な活動の場であり、地域に開かれた活動の場となるクリエイティブネット

ワーク、スポーツトレイルを構成する施設を結びつけ、ネットワークを明示するためにサイン計画、鋪道整備、照明設備・
ベンチの設置などを行う。
２）駐車場
　クリエイティブネットワークの整備のための用地となる５号館、６号館、専攻科棟に隣接する現駐車場エリアの代替と
して、また地域住民や地域企業がスポーツトレイルやクリエイティブネットワークにアクセスすることを容易にするため
に廃止した宿舎の跡地に多目的コートと併せて、駐車場を設置する。
３）老朽化した川沿いのフェンスの一部撤去による修景
　糸貫川沿いの歩道に面してフェンスが設置されているが、一部は老朽化している。歩道と岐阜高専敷地の間には側溝や
高低差があり、フェンスがなくても容易には行き来できない。このフェンスを撤去することによって糸貫川沿いの歩道に
向けてより良好な景観が形成される。
４）合宿所の位置付け
　２つの合宿所（第一陵雲荘、第二陵雲荘）は長期休暇中のモノづくり系、運動にわたる学生の活動を支える重要な施設
であり、インテリジェントアスリートキャンパスの中で位置付けることは重要であるが、現在、合宿所のあり方について
は学内で議論が行われており、現施設整備マスタープランにおいては位置付けを行わず、議論の推移を見守ることとした。
■　キャンパス全体のバリアフリー化について
　岐阜高専に通う学生や勤務する教職員の背景の多様化していることも踏まえ、キャンパスマスタープランに関わらず、
すべての施設整備はインクルーシブデザイン（多様な属性を持った使用者に配慮してあらゆる人たちが使いやすいデザイ
ン）の観点を導入し、学生・教職員が使いやすい空間づくりを行う。
　また、学内各施設の整備時にバリアフリー化を進める。このことによって構内全体に張り巡らされるクリエイティブネッ
トワーク、スポーツトレイルはあらゆる人がアクセスできるようになる。
■陳腐化・老朽化対策
・寮食堂改修
　現在、寮食堂は設備の老朽化・陳腐化しており、円滑な寮食堂の運営が困難になっている。そのため、寮食堂を早期に改修、
設備の更新を図る必要がある。

＜地域連携＞
　今後、施設整備を進める上でも地域と多様な形で連携を進めていくことは重要である。施設整備に関する多様な地域と
の連携は大別すると次の２点に集約される。１点目は岐阜高専の有する専門的な技術や学園環境を地域の産業や教育に提
供し、豊かな地域社会作りにいかに寄与しうるかであり、２点目はいかに地域の支援を得て、効率的な施設運営を図るか
という点である。施設整備マスタープランにおいてもこの２点を地域連携の重要なポイントと位置付ける。
■地域貢献
１）クリエイティブネットワークを活用した地域貢献プログラム
　学生たちの活動の場であるクリエイティブネットワークを地域に開放する。具体的にはオープンラボやクリエイティブ
コアなどを活用した公開講座、リテラシー活動などによる教育プログラム及び、テクノセンター、地域連携室などを舞台
とする地域企業とのスタートアッププログラムや共同のモノづくり活動や技術開発などを積極的に展開する。
２）スポーツトレイルの地域への開放
　現在、体育館は地域開放施設であり、また、グラウンドを利用して陸上部による教室も開かれている。これらに加えて
新たに設ける多目的コートも地域開放施設とする。また、約８８０mのスポーツトレイル自体も地域の人々が散歩やジョ
ギングできる安全な環境として活用できるようにし、第２体育館に設けるジェンダーレス更衣室、トイレも使用可能とする。
３）地域連携を踏まえた駐車場の計画
　木造教職員宿舎の廃止後の跡地に設ける駐車場に関して、駐車場への進入動線や開放時の駐車台数などを考慮して計画
することで地域住民や地域企業の利用の円滑を図る。
■地域との協働
 クリエイティブネットワーク、スポーツトレイルの整備・運営に関して地域（企業、行政、市民）と活用プログラムに関
して協議を行い、また、経済的な支援を受け入れるための枠組みを構築した上で具体的に協働を進める。

＜インテリジェントアスリートキャンパス実現に向けた方針＞
・モノづくりアスリートを支援するための活動拠点の整備
　老朽化した文化部部室や用途変更が必要な施設を再構成・再配置して、主として放課後に行われる学生主体のさまざま
なモノづくり活動の拠点となる充実した設備を備えた施設を整備する。

・クリエイティブな運動空間への進化
　運動部部室、体育館などの更新、外構・構内道路などを含めて、総合的に計画を行い、
伸び伸びと体を動かすことができるキャンパスへと整備を進める。
・効率的なキャンパス運営の実現
　老朽化した施設の廃止の検討や既存施設の設備を見直しによって省エネルギー化を図る
ことによって運営コストの低減を図る

・地域に開かれたキャンパス空間へ
　地域との関係強化
　・地域への研究・教育を通した貢献
　・施設の地域への開放の推進（既に図書館や運動施設は制度的には開放）
　・地域からのサポート

＜整備計画＞
■２つのネットワークの設定とアクティビティの可視化
　構内に放課後の学生主体の活動、地域企業との連携の舞台となる各施設を結びつけるク
リエイティブ・ネットワーク（C.N.）と地域にも開放された体を動かすことを楽しむた
めのスポーツトレイル(S.T.）という２つのネットワークを設定する。（図）このネット
ワークに関わる施設は学生たちのアクティビティが表出するように透明性を持った大きな
開口部を設ける、屋外テラスと一体的につなげるなど、それぞれの施設が属するネットワ
ークに対して開放的に計画を行う。また、経路を示すサイン計画、ベンチやテラスの設置

などを行う。これらの方法によってネットワークが有機的に機能し、アクティビティが可視化される。
■クリエイティブネットワークを構成する施設の整備内容
１）オープンラボ
　電子制御工学科棟の改修にあたり、１階を学年を超えて電子制御工学科のモノづくりを介した交流を促し、他学科にも
開かれたオープンラボとして整備を行う。

２）クリエイティブ・コア１
　機能が陳腐化したボイラー室をモノづくりの拠点スペースの一つとして転用する。ロボット研究部、エコラン部など複
数のクラブの共用を想定して高い階高を活かしたモノづくり拠点の一つとする。

３）クリエイティブ・コア２
　老朽化している文化部部室、廃止する室内運動場のモノづくり工房への面積の転用、老朽化した屋外トイレ・シャワー
室を併せて３つの施設を連動させてクリエイティブ・コア２とする。複数クラブの部室の共用、モノづくりリテラシーの
活動などにより、分野を超えて連携したモノづくりの場として計画を行う。

４）モノづくりテラス
　クリエイティブコア２と関係づけ、かつスポーツテラスと隣接する場所に、室外に広がるモノづくりの場としてのテラ
スを計画することでインテリジェントアスリートのイメージが表出するエリアとする。

５）水理実験室
　大型水路などを有し、環境都市工学科が所有する老朽化した水理実験室について、内部の実験施設の様子がクリエイティ
ブ・ネットワークの一部として可視化される空間として建屋を改修する。

６）専攻科棟
・地域連携室の専攻科棟への移設

　モノづくりに関わる先端設備を備える地域連携室は現在、福利施設２階に設置されているが、設置の背景には適切な位
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運動系施設（グランドを除く）
文化系施設
モノづくり系施設

２F

(640)
安藤記念館
R1 昭48

(030)
体育館
R2 昭41
1,400 ㎡

武道館
W1 昭41
331 ㎡

(770)開放管理センター

B1 平 6　175 ㎡

渡り廊下渡り廊下渡り廊下

渡り廊下

(470)
１９号
W1 昭44
44 ㎡

水泳プール
25 ｍ

(270)

648 ㎡
昭40
R3(250)

食堂・浴室
R1

昭39、41、44
717 ㎡

(320)
合宿所
W1 昭43
236 ㎡

(910)
Ｄ寮

1,388 ㎡

R3

(310)
Ａ寮

昭39、48
1,341 ㎡

R3

(620)
職員宿舎１号

昭39
600 ㎡

(810)
４号館
R3 昭56
660 ㎡

(850)
福利施設
R2 昭60
834 ㎡

(790)
第２体育館

R1
昭55

880 ㎡

(580)
１８号
W1

昭38
69 ㎡

W1
昭38

(590)
１７号

W1
昭38
69 ㎡

１６号

W1
昭38

(540)
１４号

W1

(550)
１３号

W1

69 ㎡
昭38

(560)
１２号

W1

W1

(410)
１０号

昭41
56 ㎡

(420)
９号

昭41
56 ㎡

W1

W1

56 ㎡

(440)
７号

昭44

(450)
６号

昭44
56 ㎡

(900)管理・器材庫

(040)

(600)

(880)
５号館

(060)屋外便所 R1 昭54　126 ㎡
B1 昭43 50 ㎡

(500)屋内運動場
S1 昭46、52　192 ㎡

(460)クラブ室
S1 平22 96 ㎡

(740)器具庫
S1 昭53 80 ㎡

774 ㎡

(050)器具庫
B1 昭40 84 ㎡

16
 ｍ

6ｍ

8ｍ

10 ｍ

糸　貫　川

(860)男子更衣室
R1 昭63 48 ㎡

野　球　場

国
道
３
０
３
号

R1 昭42 103 ㎡
(020)バス車庫

(680)物品庫
S1 昭52 54 ㎡

R1 昭39 90 ㎡
(010)守衛室

(520)図書館
R2 昭47、48
1,916 ㎡

渡り廊下

渡り廊下

昭40、44、54

840 ㎡
平22

S2

テクノセンター
(130)

B1 昭39 18 ㎡

(150)ろ過浄化装置上屋
(140)ポンプ室B1 昭43 39 ㎡

(070)
１号館
R3、S3
昭39

(820)学科事務室棟
S3 昭57 308 ㎡

(090)渡り廊下
R1 昭41 109 ㎡

(840)材料置場上屋
S1 昭59 44㎡

(490)測量器材室
S1 昭45 16㎡

(720)構造計測実験室
S1 昭52 62㎡

(100)
２号館
R3

昭40、41
平12

3,573 ㎡

(760)
電気実験
準備室
S1 昭54 64 ㎡

(660)構造疲労実験室
S1 昭51 65㎡

(870)建築工作実習室
S1 昭63 100㎡

S1 昭58  7 ㎡

(510)材料保管室（ｷｭｰﾎﾟﾗ上屋）
S1 昭46 34 ㎡

（高周波溶解炉上屋）
(750)溶接ｴﾘｱ北側

S1 昭54 37 ㎡

(160)ガスボンベ室
B1 昭41 24 ㎡

(170)文化クラブ室
S1 昭41 160 ㎡

(180)ボイラー室
R1 昭42 154 ㎡

R1 平2 104 ㎡
(890)風洞実験室

(190)燃料庫
B1 昭43 11 ㎡

屋外便所・シャワー室
(690)

B1 昭52 28 ㎡

(200)水理実験室
S1 昭41、42、53 254 ㎡

B1 昭42 25 ㎡
(210)水泳プール更衣室

(220)水泳プール機械室
B1 昭42 11 ㎡

(780)排水処理施設
R1 昭54 30 ㎡

(650)水泳プールスタンド

(920)
専攻科棟
R4 平 9
1,160 ㎡

(930)
６号館
R4 平12
1,120 ㎡

(630)ポンプ室
R1 昭48 10 ㎡

(280)寮電気室
R1 昭41 56 ㎡

(730)食品庫
S1 昭53 10 ㎡

(260)浴室
R1 昭44 54 ㎡

R2 昭44　295 ㎡
(240)寮管理棟

R1 昭50 107 ㎡

(800)庭球器具庫
B1 昭55 33 ㎡

R5 平6

(330)ガスボンベ室
B1 昭39 8 ㎡

66 ㎡

66 ㎡

(570)１１号
W1 昭38 １５号

(610)

W1 昭38

平2、平28

平12
平27

2,332 ㎡

R3 昭44　622 ㎡
(110)一般教室棟

(960)2号館倉庫
S1 平29 8㎡

S1平23 91 ㎡

(830)屋外便所

(950)

S1 平26 9㎡
3号館倉庫

工具・演習室
(940)

4,036 ㎡

昭38
67 ㎡

80 ㎡
100 ㎡

(121)

R3 昭44
3号館（建築学科）

3号館（機械工学科）

1,686 ㎡

(120)

R3 昭41
1,785 ㎡

648 ㎡

(301)
Ｂ・Ｃ寮（Ｂ寮）

895 ㎡
R3 昭44

R3 昭41
Ｂ・Ｃ寮（Ｃ寮）

(300) (970)

1,502 ㎡

R4、S4

Ｆ寮

Ｇ寮

R3 令3

冬期主風向

夏期主風向

Ｎ

縮尺：１：１０００
0 5 10 40(m)

８５４㎡
（住戸のみ）

凡例

■運動系施設とモノづくり系施設の分布

クリエイティブ
コモンズ

情報処理
センター図書館

1F
2F

置に室がなかったことがあり、クリエイティブネットワーク構築に伴い、専攻科棟に移築することでクリエイティブネッ
トワークにおけるモノづくりの高度化を図る。
・共同研究室

　専攻科棟への地域連携室の移設に伴い、不足する研究室をクリエイティブネットワークと関係付けできる位置に共同研
究室として増築する。共同研究室は学科を超えた若手教員の居室とし、教員相互、あるいはモノづくりに取り組む学生た
ちとの情報の交換、コミュニケーションを促す場を計画する。

７）テクノセンター
　既存施設であるテクノセンター及び工具・演習室をクリエイティブネットワークの中に位置付ける。クリエイティブネッ
トワークを有効に機能させるために施設の一部を改修し、現在不足しているNC加工機などの木工系の設備を導入し、モ
ノづくり環境の充実を図る。

８）クリエイティブネットワークを機能させるための整備
・２クラス対応教室の整備

　共通の授業を２クラス同時に受講できることによって教員の担当する授業時間を一定程度減らすことで教員の研究や学
生主体のモノづくり活動の支援に振り分ける時間を作り出すことが可能になる。そこで図書館棟１階のクリエイティブコ
モンズ、６号棟４階の大講義室、４号棟２階のモノづくりセミナールームを２クラス同時授業が可能な教室として整備する。
ただし、大幅な改修は行わず、設備や什器の充実を図ることでこれを実現する。
９）ゲストハウスの設置
　本校に来校し、短期、中期にわたって滞在する外部研究者の宿泊用宿舎（ゲストハウス）を設置し、クリエイティブネッ
トワークと結びつけることで研究者間の学術面での交流のみではなく、学生たちのモノづくり活動に刺激を与える環境を
作り出す。設置するゲストハウスは原則として既存施設の改修、転用によるものとする。ゲストハウス設置に向けては学外、
海外との研究活動や教育に関する交流に関わるプログラムを積極的に推進することが必要となる。
　具体的な既設対象としては以下の２施設が考えられる。
　・木造・RC 造職員宿舎の活用

　木造職員宿舎は本校が都市計画区域に含まれたことによって、現在既存不適格建築物（建設当初は建築基準法を満たし
ていたが、現在の法律の規定は満たしていない建物）となっている。この宿舎の敷地は一般住宅用地であり、ゲストハウ
スは敷地を学校用地に変更が必要となる可能性があり、さらに用地指定の変更には既存宿舎を現行基準法に適合させる改
修を施す必要が生じる。
　・学生寮管理棟の活用

　学生寮管理棟の２階居室の活用は用地の変更を伴わなくてもよいという点では容易だと考えられる。ただし、近い将来、
寮改修などによって寮学生を収容可能な居室の状況の変化が予測される場合、学生用宿泊施設として残しておく必要があ
るため、寮改修以降に整備することになる。
　ゲストハウスについては上記の２施設を対象として、実現の方策について検討する。
■スポーツトレイルに接続する施設の整備内容
１）多目的コートの設置
　現教職員宿舎木造棟の１３戸を廃止し、その一部に多目的コート２面を設ける。この多目的コートは地域にも開放され
るものとする。ただし、ゲストハウスとしての転用が可能な場合は廃止戸数を変更する。
２）第二体育館の改修（更衣室・トイレの整備）
　現在、トイレ、更衣室などがない第二体育館の機能を補完することを主な目的として改修を行う。女子学生の増加、社
会の多様化を踏まえてユニバーサルデザイン化を図りつつ、女性用トイレと更衣室、及びオールジェンダー用トイレと更
衣室を整備する。
３）スポーツテラスの整備
　図に示す位置にスポーツトレイルに接続し、かつクリエイティブコア２、モノづくりテラスと近接する位置にストレッ
チングや休憩の場となるスポーツテラスを設けることで、学生たちのアクティブな取り組みが表出する場を作り出す。
■２つのネットワークを補完する整備
１）サイン計画、ベンチ、照明などの設置
　学内に点在し、放課後や休日の学生の主体的な活動の場であり、地域に開かれた活動の場となるクリエイティブネット

ワーク、スポーツトレイルを構成する施設を結びつけ、ネットワークを明示するためにサイン計画、鋪道整備、照明設備・
ベンチの設置などを行う。
２）駐車場
　クリエイティブネットワークの整備のための用地となる５号館、６号館、専攻科棟に隣接する現駐車場エリアの代替と
して、また地域住民や地域企業がスポーツトレイルやクリエイティブネットワークにアクセスすることを容易にするため
に廃止した宿舎の跡地に多目的コートと併せて、駐車場を設置する。
３）老朽化した川沿いのフェンスの一部撤去による修景
　糸貫川沿いの歩道に面してフェンスが設置されているが、一部は老朽化している。歩道と岐阜高専敷地の間には側溝や
高低差があり、フェンスがなくても容易には行き来できない。このフェンスを撤去することによって糸貫川沿いの歩道に
向けてより良好な景観が形成される。
４）合宿所の位置付け
　２つの合宿所（第一陵雲荘、第二陵雲荘）は長期休暇中のモノづくり系、運動にわたる学生の活動を支える重要な施設
であり、インテリジェントアスリートキャンパスの中で位置付けることは重要であるが、現在、合宿所のあり方について
は学内で議論が行われており、現施設整備マスタープランにおいては位置付けを行わず、議論の推移を見守ることとした。
■　キャンパス全体のバリアフリー化について
　岐阜高専に通う学生や勤務する教職員の背景の多様化していることも踏まえ、キャンパスマスタープランに関わらず、
すべての施設整備はインクルーシブデザイン（多様な属性を持った使用者に配慮してあらゆる人たちが使いやすいデザイ
ン）の観点を導入し、学生・教職員が使いやすい空間づくりを行う。
　また、学内各施設の整備時にバリアフリー化を進める。このことによって構内全体に張り巡らされるクリエイティブネッ
トワーク、スポーツトレイルはあらゆる人がアクセスできるようになる。
■陳腐化・老朽化対策
・寮食堂改修
　現在、寮食堂は設備の老朽化・陳腐化しており、円滑な寮食堂の運営が困難になっている。そのため、寮食堂を早期に改修、
設備の更新を図る必要がある。

＜地域連携＞
　今後、施設整備を進める上でも地域と多様な形で連携を進めていくことは重要である。施設整備に関する多様な地域と
の連携は大別すると次の２点に集約される。１点目は岐阜高専の有する専門的な技術や学園環境を地域の産業や教育に提
供し、豊かな地域社会作りにいかに寄与しうるかであり、２点目はいかに地域の支援を得て、効率的な施設運営を図るか
という点である。施設整備マスタープランにおいてもこの２点を地域連携の重要なポイントと位置付ける。
■地域貢献
１）クリエイティブネットワークを活用した地域貢献プログラム
　学生たちの活動の場であるクリエイティブネットワークを地域に開放する。具体的にはオープンラボやクリエイティブ
コアなどを活用した公開講座、リテラシー活動などによる教育プログラム及び、テクノセンター、地域連携室などを舞台
とする地域企業とのスタートアッププログラムや共同のモノづくり活動や技術開発などを積極的に展開する。
２）スポーツトレイルの地域への開放
　現在、体育館は地域開放施設であり、また、グラウンドを利用して陸上部による教室も開かれている。これらに加えて
新たに設ける多目的コートも地域開放施設とする。また、約８８０mのスポーツトレイル自体も地域の人々が散歩やジョ
ギングできる安全な環境として活用できるようにし、第２体育館に設けるジェンダーレス更衣室、トイレも使用可能とする。
３）地域連携を踏まえた駐車場の計画
　木造教職員宿舎の廃止後の跡地に設ける駐車場に関して、駐車場への進入動線や開放時の駐車台数などを考慮して計画
することで地域住民や地域企業の利用の円滑を図る。
■地域との協働
 クリエイティブネットワーク、スポーツトレイルの整備・運営に関して地域（企業、行政、市民）と活用プログラムに関
して協議を行い、また、経済的な支援を受け入れるための枠組みを構築した上で具体的に協働を進める。

＜インテリジェントアスリートキャンパス実現に向けた方針＞
・モノづくりアスリートを支援するための活動拠点の整備
　老朽化した文化部部室や用途変更が必要な施設を再構成・再配置して、主として放課後に行われる学生主体のさまざま
なモノづくり活動の拠点となる充実した設備を備えた施設を整備する。

・クリエイティブな運動空間への進化
　運動部部室、体育館などの更新、外構・構内道路などを含めて、総合的に計画を行い、
伸び伸びと体を動かすことができるキャンパスへと整備を進める。
・効率的なキャンパス運営の実現
　老朽化した施設の廃止の検討や既存施設の設備を見直しによって省エネルギー化を図る
ことによって運営コストの低減を図る

・地域に開かれたキャンパス空間へ
　地域との関係強化
　・地域への研究・教育を通した貢献
　・施設の地域への開放の推進（既に図書館や運動施設は制度的には開放）
　・地域からのサポート

＜整備計画＞
■２つのネットワークの設定とアクティビティの可視化
　構内に放課後の学生主体の活動、地域企業との連携の舞台となる各施設を結びつけるク
リエイティブ・ネットワーク（C.N.）と地域にも開放された体を動かすことを楽しむた
めのスポーツトレイル(S.T.）という２つのネットワークを設定する。（図）このネット
ワークに関わる施設は学生たちのアクティビティが表出するように透明性を持った大きな
開口部を設ける、屋外テラスと一体的につなげるなど、それぞれの施設が属するネットワ
ークに対して開放的に計画を行う。また、経路を示すサイン計画、ベンチやテラスの設置

などを行う。これらの方法によってネットワークが有機的に機能し、アクティビティが可視化される。
■クリエイティブネットワークを構成する施設の整備内容
１）オープンラボ
　電子制御工学科棟の改修にあたり、１階を学年を超えて電子制御工学科のモノづくりを介した交流を促し、他学科にも
開かれたオープンラボとして整備を行う。

２）クリエイティブ・コア１
　機能が陳腐化したボイラー室をモノづくりの拠点スペースの一つとして転用する。ロボット研究部、エコラン部など複
数のクラブの共用を想定して高い階高を活かしたモノづくり拠点の一つとする。

３）クリエイティブ・コア２
　老朽化している文化部部室、廃止する室内運動場のモノづくり工房への面積の転用、老朽化した屋外トイレ・シャワー
室を併せて３つの施設を連動させてクリエイティブ・コア２とする。複数クラブの部室の共用、モノづくりリテラシーの
活動などにより、分野を超えて連携したモノづくりの場として計画を行う。

４）モノづくりテラス
　クリエイティブコア２と関係づけ、かつスポーツテラスと隣接する場所に、室外に広がるモノづくりの場としてのテラ
スを計画することでインテリジェントアスリートのイメージが表出するエリアとする。

５）水理実験室
　大型水路などを有し、環境都市工学科が所有する老朽化した水理実験室について、内部の実験施設の様子がクリエイティ
ブ・ネットワークの一部として可視化される空間として建屋を改修する。

６）専攻科棟
・地域連携室の専攻科棟への移設

　モノづくりに関わる先端設備を備える地域連携室は現在、福利施設２階に設置されているが、設置の背景には適切な位
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■施設の再構成計画

項目 名称 内容

81 ５号館 1990 R 高専教育・研究施設 2189

81 ５号館 1990 R 高専管理施設 20 15

82 ５号館 2016 S 高専教育・研究施設 63

25 ボイラー室 1967 R 高専設備室等 154 用途変更・改修 モノづくりコア１ 用途変更し、複数のモノづくり系クラブ活動の共同部室兼工房とする。

65 屋外便所・シャワー室 1977 B 高専体育施設 28 移設・建替

24 クラブ室 1966 S 高専支援施設 160 移設・建替

47 屋内運動場 1971,1977 S 高専支援施設 192 廃止

17 1965 S 高専教育・研究施設 672

17 1969 S 高専教育・研究施設 239

88 工具・演習室 2011 S 高専教育・研究施設 91 現状維持 工具・演習室 放課後モノづくり活動の活動スペースとして活用する。

86 専攻科棟 1997 R 高専教育・研究施設 1160 改修 専攻科棟

産官学連携室 移転 産官学連携室

新設 共同研究室

27 水理実験室 1966,67,78 S 高専教育・研究施設 254 254 建替 水理実験室
老朽化のため、建て替える必要がある。クリエイティブネットワークを構成する

施設として位置付け、大型水路などを外からも見えるようにデザインする。

敷地東側フェンス 撤去 ー
安全面でも影響はないと考えられるため、敷地東の糸貫川沿いの歩道に面した

フェンスを撤去する。

新設 モノづくり
テラス

クリエイティブコア２に面した位置にモノづくりに関わる外部作業が可能なテラス
を設ける。

新設

新設・改修

C.N.サイン計画

１号館２階と図書館２階を接続する空中廊下を整備し、合わせてクリエイティブ
ネットワークを形成する動線のバリアフリー化を行う。

C.N.動線整備

クリエイティブネットワークを明示するために舗道整備やサイン表示を行う。

学外、海外からの研究者の短期、中期滞在のための施設の整備を行う。

72

36

第二体育館

寮管理棟（２階）

1980

1969

R

R

高専体育施設 880

295 295

改修

改修

第二体育館

ゲストハウス

地域に開放されるスポーツトレイルと関連づけ、不足している機能としてトイ

レ、更衣室をジェンダーレス対応として計画する。

40-57 職員宿舎 1966 W 高専宿泊施設

高専宿泊施設

44-100 854 廃止 ー
跡地を地域に開放されるスポーツトレイルと関連づけた多目的コート、駐車場と

して整備する。

28 水泳プール更衣室 1967 B 高専体育施設 25

29 水泳プール機械室 1967 B 高専体育施設 11

61 水泳プールスタンド 1975 R 高専体育施設 107

新設 スポーツテラス スポーツトレイルに面した位置に休憩やストレッチが可能なテラスを設ける。

新設 S.T.サイン計画 スポーツトレイルを明示するために舗道整備やサイン表示を行う。

新設 外灯設置
外構にも広がるクリエイティブネットワーク、スポーツトレイルによる放課後の

活動環境確保のために外灯を設置する。

新設 多目的コート２面
地域に開放されるスポーツトレイルと関連づけ、体育の授業や放課後も利用可能

な多様な活動が行えるコートを設置する。

新設 駐車場 スポーツトレイルの地域開放の際に活用するため駐車場を設置する。

31 1964 R 高専宿泊施設 220 717 改修

31 1966 B 高専宿泊施設 25 改修

31 1969 R 高専宿泊施設 472 改修

寮食堂・浴室 寮食堂・浴室

オープンラボ

（仮称）

施設面積を集約し、文化系クラブ活動の共同部室及び、放課後のモノづくり活動

の工房とする。

１階部分を学生の活動場所及び企業と連携したモノづくりスペースとして位置付

け５号館（電子制御工学科棟）の改修を行う。改修

143

テクノセンター テクノセンター一部改修

設備が陳腐化している寮食堂を改修する。

棟

番号

基準

整備

面積

（㎡

加算

整備

面積

（㎡

計

計画

区分名称
構

造
建築年棟名称

プロ

ジェク

ト

380

地域企業との連携を発展させるため専攻科棟改修と連動して、現在福利施設２階

に位置する産官学連携室を専攻科棟に移転する。それに伴い、不足する教員室を

クリエイティブネットワークと関係づけしやすい位置に増設する。

廃止

老朽化し、危険度の高いプールを廃止し、その跡地にスポーツテラス、モノづく
りテラス、クリエイティブコア２といった再編機能を集約する。

モノづくりコア２

一部居室を統合し、木質系材料の加工場を設けることで現在、テクノセンターに

欠けている機能を補う。
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改
修

置に室がなかったことがあり、クリエイティブネットワーク構築に伴い、専攻科棟に移築することでクリエイティブネッ
トワークにおけるモノづくりの高度化を図る。
・共同研究室

　専攻科棟への地域連携室の移設に伴い、不足する研究室をクリエイティブネットワークと関係付けできる位置に共同研
究室として増築する。共同研究室は学科を超えた若手教員の居室とし、教員相互、あるいはモノづくりに取り組む学生た
ちとの情報の交換、コミュニケーションを促す場を計画する。

７）テクノセンター
　既存施設であるテクノセンター及び工具・演習室をクリエイティブネットワークの中に位置付ける。クリエイティブネッ
トワークを有効に機能させるために施設の一部を改修し、現在不足しているNC加工機などの木工系の設備を導入し、モ
ノづくり環境の充実を図る。

８）クリエイティブネットワークを機能させるための整備
・２クラス対応教室の整備

　共通の授業を２クラス同時に受講できることによって教員の担当する授業時間を一定程度減らすことで教員の研究や学
生主体のモノづくり活動の支援に振り分ける時間を作り出すことが可能になる。そこで図書館棟１階のクリエイティブコ
モンズ、６号棟４階の大講義室、４号棟２階のモノづくりセミナールームを２クラス同時授業が可能な教室として整備する。
ただし、大幅な改修は行わず、設備や什器の充実を図ることでこれを実現する。
９）ゲストハウスの設置
　本校に来校し、短期、中期にわたって滞在する外部研究者の宿泊用宿舎（ゲストハウス）を設置し、クリエイティブネッ
トワークと結びつけることで研究者間の学術面での交流のみではなく、学生たちのモノづくり活動に刺激を与える環境を
作り出す。設置するゲストハウスは原則として既存施設の改修、転用によるものとする。ゲストハウス設置に向けては学外、
海外との研究活動や教育に関する交流に関わるプログラムを積極的に推進することが必要となる。
　具体的な既設対象としては以下の２施設が考えられる。
　・木造・RC 造職員宿舎の活用

　木造職員宿舎は本校が都市計画区域に含まれたことによって、現在既存不適格建築物（建設当初は建築基準法を満たし
ていたが、現在の法律の規定は満たしていない建物）となっている。この宿舎の敷地は一般住宅用地であり、ゲストハウ
スは敷地を学校用地に変更が必要となる可能性があり、さらに用地指定の変更には既存宿舎を現行基準法に適合させる改
修を施す必要が生じる。
　・学生寮管理棟の活用

　学生寮管理棟の２階居室の活用は用地の変更を伴わなくてもよいという点では容易だと考えられる。ただし、近い将来、
寮改修などによって寮学生を収容可能な居室の状況の変化が予測される場合、学生用宿泊施設として残しておく必要があ
るため、寮改修以降に整備することになる。
　ゲストハウスについては上記の２施設を対象として、実現の方策について検討する。
■スポーツトレイルに接続する施設の整備内容
１）多目的コートの設置
　現教職員宿舎木造棟の１３戸を廃止し、その一部に多目的コート２面を設ける。この多目的コートは地域にも開放され
るものとする。ただし、ゲストハウスとしての転用が可能な場合は廃止戸数を変更する。
２）第二体育館の改修（更衣室・トイレの整備）
　現在、トイレ、更衣室などがない第二体育館の機能を補完することを主な目的として改修を行う。女子学生の増加、社
会の多様化を踏まえてユニバーサルデザイン化を図りつつ、女性用トイレと更衣室、及びオールジェンダー用トイレと更
衣室を整備する。
３）スポーツテラスの整備
　図に示す位置にスポーツトレイルに接続し、かつクリエイティブコア２、モノづくりテラスと近接する位置にストレッ
チングや休憩の場となるスポーツテラスを設けることで、学生たちのアクティブな取り組みが表出する場を作り出す。
■２つのネットワークを補完する整備
１）サイン計画、ベンチ、照明などの設置
　学内に点在し、放課後や休日の学生の主体的な活動の場であり、地域に開かれた活動の場となるクリエイティブネット

ワーク、スポーツトレイルを構成する施設を結びつけ、ネットワークを明示するためにサイン計画、鋪道整備、照明設備・
ベンチの設置などを行う。
２）駐車場
　クリエイティブネットワークの整備のための用地となる５号館、６号館、専攻科棟に隣接する現駐車場エリアの代替と
して、また地域住民や地域企業がスポーツトレイルやクリエイティブネットワークにアクセスすることを容易にするため
に廃止した宿舎の跡地に多目的コートと併せて、駐車場を設置する。
３）老朽化した川沿いのフェンスの一部撤去による修景
　糸貫川沿いの歩道に面してフェンスが設置されているが、一部は老朽化している。歩道と岐阜高専敷地の間には側溝や
高低差があり、フェンスがなくても容易には行き来できない。このフェンスを撤去することによって糸貫川沿いの歩道に
向けてより良好な景観が形成される。
４）合宿所の位置付け
　２つの合宿所（第一陵雲荘、第二陵雲荘）は長期休暇中のモノづくり系、運動にわたる学生の活動を支える重要な施設
であり、インテリジェントアスリートキャンパスの中で位置付けることは重要であるが、現在、合宿所のあり方について
は学内で議論が行われており、現施設整備マスタープランにおいては位置付けを行わず、議論の推移を見守ることとした。
■　キャンパス全体のバリアフリー化について
　岐阜高専に通う学生や勤務する教職員の背景の多様化していることも踏まえ、キャンパスマスタープランに関わらず、
すべての施設整備はインクルーシブデザイン（多様な属性を持った使用者に配慮してあらゆる人たちが使いやすいデザイ
ン）の観点を導入し、学生・教職員が使いやすい空間づくりを行う。
　また、学内各施設の整備時にバリアフリー化を進める。このことによって構内全体に張り巡らされるクリエイティブネッ
トワーク、スポーツトレイルはあらゆる人がアクセスできるようになる。
■陳腐化・老朽化対策
・寮食堂改修
　現在、寮食堂は設備の老朽化・陳腐化しており、円滑な寮食堂の運営が困難になっている。そのため、寮食堂を早期に改修、
設備の更新を図る必要がある。

＜地域連携＞
　今後、施設整備を進める上でも地域と多様な形で連携を進めていくことは重要である。施設整備に関する多様な地域と
の連携は大別すると次の２点に集約される。１点目は岐阜高専の有する専門的な技術や学園環境を地域の産業や教育に提
供し、豊かな地域社会作りにいかに寄与しうるかであり、２点目はいかに地域の支援を得て、効率的な施設運営を図るか
という点である。施設整備マスタープランにおいてもこの２点を地域連携の重要なポイントと位置付ける。
■地域貢献
１）クリエイティブネットワークを活用した地域貢献プログラム
　学生たちの活動の場であるクリエイティブネットワークを地域に開放する。具体的にはオープンラボやクリエイティブ
コアなどを活用した公開講座、リテラシー活動などによる教育プログラム及び、テクノセンター、地域連携室などを舞台
とする地域企業とのスタートアッププログラムや共同のモノづくり活動や技術開発などを積極的に展開する。
２）スポーツトレイルの地域への開放
　現在、体育館は地域開放施設であり、また、グラウンドを利用して陸上部による教室も開かれている。これらに加えて
新たに設ける多目的コートも地域開放施設とする。また、約８８０mのスポーツトレイル自体も地域の人々が散歩やジョ
ギングできる安全な環境として活用できるようにし、第２体育館に設けるジェンダーレス更衣室、トイレも使用可能とする。
３）地域連携を踏まえた駐車場の計画
　木造教職員宿舎の廃止後の跡地に設ける駐車場に関して、駐車場への進入動線や開放時の駐車台数などを考慮して計画
することで地域住民や地域企業の利用の円滑を図る。
■地域との協働
 クリエイティブネットワーク、スポーツトレイルの整備・運営に関して地域（企業、行政、市民）と活用プログラムに関
して協議を行い、また、経済的な支援を受け入れるための枠組みを構築した上で具体的に協働を進める。

＜インテリジェントアスリートキャンパス実現に向けた方針＞
・モノづくりアスリートを支援するための活動拠点の整備
　老朽化した文化部部室や用途変更が必要な施設を再構成・再配置して、主として放課後に行われる学生主体のさまざま
なモノづくり活動の拠点となる充実した設備を備えた施設を整備する。

・クリエイティブな運動空間への進化
　運動部部室、体育館などの更新、外構・構内道路などを含めて、総合的に計画を行い、
伸び伸びと体を動かすことができるキャンパスへと整備を進める。
・効率的なキャンパス運営の実現
　老朽化した施設の廃止の検討や既存施設の設備を見直しによって省エネルギー化を図る
ことによって運営コストの低減を図る

・地域に開かれたキャンパス空間へ
　地域との関係強化
　・地域への研究・教育を通した貢献
　・施設の地域への開放の推進（既に図書館や運動施設は制度的には開放）
　・地域からのサポート

＜整備計画＞
■２つのネットワークの設定とアクティビティの可視化
　構内に放課後の学生主体の活動、地域企業との連携の舞台となる各施設を結びつけるク
リエイティブ・ネットワーク（C.N.）と地域にも開放された体を動かすことを楽しむた
めのスポーツトレイル(S.T.）という２つのネットワークを設定する。（図）このネット
ワークに関わる施設は学生たちのアクティビティが表出するように透明性を持った大きな
開口部を設ける、屋外テラスと一体的につなげるなど、それぞれの施設が属するネットワ
ークに対して開放的に計画を行う。また、経路を示すサイン計画、ベンチやテラスの設置

などを行う。これらの方法によってネットワークが有機的に機能し、アクティビティが可視化される。
■クリエイティブネットワークを構成する施設の整備内容
１）オープンラボ
　電子制御工学科棟の改修にあたり、１階を学年を超えて電子制御工学科のモノづくりを介した交流を促し、他学科にも
開かれたオープンラボとして整備を行う。

２）クリエイティブ・コア１
　機能が陳腐化したボイラー室をモノづくりの拠点スペースの一つとして転用する。ロボット研究部、エコラン部など複
数のクラブの共用を想定して高い階高を活かしたモノづくり拠点の一つとする。

３）クリエイティブ・コア２
　老朽化している文化部部室、廃止する室内運動場のモノづくり工房への面積の転用、老朽化した屋外トイレ・シャワー
室を併せて３つの施設を連動させてクリエイティブ・コア２とする。複数クラブの部室の共用、モノづくりリテラシーの
活動などにより、分野を超えて連携したモノづくりの場として計画を行う。

４）モノづくりテラス
　クリエイティブコア２と関係づけ、かつスポーツテラスと隣接する場所に、室外に広がるモノづくりの場としてのテラ
スを計画することでインテリジェントアスリートのイメージが表出するエリアとする。

５）水理実験室
　大型水路などを有し、環境都市工学科が所有する老朽化した水理実験室について、内部の実験施設の様子がクリエイティ
ブ・ネットワークの一部として可視化される空間として建屋を改修する。

６）専攻科棟
・地域連携室の専攻科棟への移設

　モノづくりに関わる先端設備を備える地域連携室は現在、福利施設２階に設置されているが、設置の背景には適切な位
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置に室がなかったことがあり、クリエイティブネットワーク構築に伴い、専攻科棟に移築することでクリエイティブネッ
トワークにおけるモノづくりの高度化を図る。
・共同研究室

　専攻科棟への地域連携室の移設に伴い、不足する研究室をクリエイティブネットワークと関係付けできる位置に共同研
究室として増築する。共同研究室は学科を超えた若手教員の居室とし、教員相互、あるいはモノづくりに取り組む学生た
ちとの情報の交換、コミュニケーションを促す場を計画する。

７）テクノセンター
　既存施設であるテクノセンター及び工具・演習室をクリエイティブネットワークの中に位置付ける。クリエイティブネッ
トワークを有効に機能させるために施設の一部を改修し、現在不足しているNC加工機などの木工系の設備を導入し、モ
ノづくり環境の充実を図る。

８）クリエイティブネットワークを機能させるための整備
・２クラス対応教室の整備

　共通の授業を２クラス同時に受講できることによって教員の担当する授業時間を一定程度減らすことで教員の研究や学
生主体のモノづくり活動の支援に振り分ける時間を作り出すことが可能になる。そこで図書館棟１階のクリエイティブコ
モンズ、６号棟４階の大講義室、４号棟２階のモノづくりセミナールームを２クラス同時授業が可能な教室として整備する。
ただし、大幅な改修は行わず、設備や什器の充実を図ることでこれを実現する。
９）ゲストハウスの設置
　本校に来校し、短期、中期にわたって滞在する外部研究者の宿泊用宿舎（ゲストハウス）を設置し、クリエイティブネッ
トワークと結びつけることで研究者間の学術面での交流のみではなく、学生たちのモノづくり活動に刺激を与える環境を
作り出す。設置するゲストハウスは原則として既存施設の改修、転用によるものとする。ゲストハウス設置に向けては学外、
海外との研究活動や教育に関する交流に関わるプログラムを積極的に推進することが必要となる。
　具体的な既設対象としては以下の２施設が考えられる。
　・木造・RC 造職員宿舎の活用

　木造職員宿舎は本校が都市計画区域に含まれたことによって、現在既存不適格建築物（建設当初は建築基準法を満たし
ていたが、現在の法律の規定は満たしていない建物）となっている。この宿舎の敷地は一般住宅用地であり、ゲストハウ
スは敷地を学校用地に変更が必要となる可能性があり、さらに用地指定の変更には既存宿舎を現行基準法に適合させる改
修を施す必要が生じる。
　・学生寮管理棟の活用

　学生寮管理棟の２階居室の活用は用地の変更を伴わなくてもよいという点では容易だと考えられる。ただし、近い将来、
寮改修などによって寮学生を収容可能な居室の状況の変化が予測される場合、学生用宿泊施設として残しておく必要があ
るため、寮改修以降に整備することになる。
　ゲストハウスについては上記の２施設を対象として、実現の方策について検討する。
■スポーツトレイルに接続する施設の整備内容
１）多目的コートの設置
　現教職員宿舎木造棟の１３戸を廃止し、その一部に多目的コート２面を設ける。この多目的コートは地域にも開放され
るものとする。ただし、ゲストハウスとしての転用が可能な場合は廃止戸数を変更する。
２）第二体育館の改修（更衣室・トイレの整備）
　現在、トイレ、更衣室などがない第二体育館の機能を補完することを主な目的として改修を行う。女子学生の増加、社
会の多様化を踏まえてユニバーサルデザイン化を図りつつ、女性用トイレと更衣室、及びオールジェンダー用トイレと更
衣室を整備する。
３）スポーツテラスの整備
　図に示す位置にスポーツトレイルに接続し、かつクリエイティブコア２、モノづくりテラスと近接する位置にストレッ
チングや休憩の場となるスポーツテラスを設けることで、学生たちのアクティブな取り組みが表出する場を作り出す。
■２つのネットワークを補完する整備
１）サイン計画、ベンチ、照明などの設置
　学内に点在し、放課後や休日の学生の主体的な活動の場であり、地域に開かれた活動の場となるクリエイティブネット

ワーク、スポーツトレイルを構成する施設を結びつけ、ネットワークを明示するためにサイン計画、鋪道整備、照明設備・
ベンチの設置などを行う。
２）駐車場
　クリエイティブネットワークの整備のための用地となる５号館、６号館、専攻科棟に隣接する現駐車場エリアの代替と
して、また地域住民や地域企業がスポーツトレイルやクリエイティブネットワークにアクセスすることを容易にするため
に廃止した宿舎の跡地に多目的コートと併せて、駐車場を設置する。
３）老朽化した川沿いのフェンスの一部撤去による修景
　糸貫川沿いの歩道に面してフェンスが設置されているが、一部は老朽化している。歩道と岐阜高専敷地の間には側溝や
高低差があり、フェンスがなくても容易には行き来できない。このフェンスを撤去することによって糸貫川沿いの歩道に
向けてより良好な景観が形成される。
４）合宿所の位置付け
　２つの合宿所（第一陵雲荘、第二陵雲荘）は長期休暇中のモノづくり系、運動にわたる学生の活動を支える重要な施設
であり、インテリジェントアスリートキャンパスの中で位置付けることは重要であるが、現在、合宿所のあり方について
は学内で議論が行われており、現施設整備マスタープランにおいては位置付けを行わず、議論の推移を見守ることとした。
■　キャンパス全体のバリアフリー化について
　岐阜高専に通う学生や勤務する教職員の背景の多様化していることも踏まえ、キャンパスマスタープランに関わらず、
すべての施設整備はインクルーシブデザイン（多様な属性を持った使用者に配慮してあらゆる人たちが使いやすいデザイ
ン）の観点を導入し、学生・教職員が使いやすい空間づくりを行う。
　また、学内各施設の整備時にバリアフリー化を進める。このことによって構内全体に張り巡らされるクリエイティブネッ
トワーク、スポーツトレイルはあらゆる人がアクセスできるようになる。
■陳腐化・老朽化対策
・寮食堂改修
　現在、寮食堂は設備の老朽化・陳腐化しており、円滑な寮食堂の運営が困難になっている。そのため、寮食堂を早期に改修、
設備の更新を図る必要がある。

＜地域連携＞
　今後、施設整備を進める上でも地域と多様な形で連携を進めていくことは重要である。施設整備に関する多様な地域と
の連携は大別すると次の２点に集約される。１点目は岐阜高専の有する専門的な技術や学園環境を地域の産業や教育に提
供し、豊かな地域社会作りにいかに寄与しうるかであり、２点目はいかに地域の支援を得て、効率的な施設運営を図るか
という点である。施設整備マスタープランにおいてもこの２点を地域連携の重要なポイントと位置付ける。
■地域貢献
１）クリエイティブネットワークを活用した地域貢献プログラム
　学生たちの活動の場であるクリエイティブネットワークを地域に開放する。具体的にはオープンラボやクリエイティブ
コアなどを活用した公開講座、リテラシー活動などによる教育プログラム及び、テクノセンター、地域連携室などを舞台
とする地域企業とのスタートアッププログラムや共同のモノづくり活動や技術開発などを積極的に展開する。
２）スポーツトレイルの地域への開放
　現在、体育館は地域開放施設であり、また、グラウンドを利用して陸上部による教室も開かれている。これらに加えて
新たに設ける多目的コートも地域開放施設とする。また、約８８０mのスポーツトレイル自体も地域の人々が散歩やジョ
ギングできる安全な環境として活用できるようにし、第２体育館に設けるジェンダーレス更衣室、トイレも使用可能とする。
３）地域連携を踏まえた駐車場の計画
　木造教職員宿舎の廃止後の跡地に設ける駐車場に関して、駐車場への進入動線や開放時の駐車台数などを考慮して計画
することで地域住民や地域企業の利用の円滑を図る。
■地域との協働
 クリエイティブネットワーク、スポーツトレイルの整備・運営に関して地域（企業、行政、市民）と活用プログラムに関
して協議を行い、また、経済的な支援を受け入れるための枠組みを構築した上で具体的に協働を進める。

＜インテリジェントアスリートキャンパス実現に向けた方針＞
・モノづくりアスリートを支援するための活動拠点の整備
　老朽化した文化部部室や用途変更が必要な施設を再構成・再配置して、主として放課後に行われる学生主体のさまざま
なモノづくり活動の拠点となる充実した設備を備えた施設を整備する。

・クリエイティブな運動空間への進化
　運動部部室、体育館などの更新、外構・構内道路などを含めて、総合的に計画を行い、
伸び伸びと体を動かすことができるキャンパスへと整備を進める。
・効率的なキャンパス運営の実現
　老朽化した施設の廃止の検討や既存施設の設備を見直しによって省エネルギー化を図る
ことによって運営コストの低減を図る

・地域に開かれたキャンパス空間へ
　地域との関係強化
　・地域への研究・教育を通した貢献
　・施設の地域への開放の推進（既に図書館や運動施設は制度的には開放）
　・地域からのサポート

＜整備計画＞
■２つのネットワークの設定とアクティビティの可視化
　構内に放課後の学生主体の活動、地域企業との連携の舞台となる各施設を結びつけるク
リエイティブ・ネットワーク（C.N.）と地域にも開放された体を動かすことを楽しむた
めのスポーツトレイル(S.T.）という２つのネットワークを設定する。（図）このネット
ワークに関わる施設は学生たちのアクティビティが表出するように透明性を持った大きな
開口部を設ける、屋外テラスと一体的につなげるなど、それぞれの施設が属するネットワ
ークに対して開放的に計画を行う。また、経路を示すサイン計画、ベンチやテラスの設置

などを行う。これらの方法によってネットワークが有機的に機能し、アクティビティが可視化される。
■クリエイティブネットワークを構成する施設の整備内容
１）オープンラボ
　電子制御工学科棟の改修にあたり、１階を学年を超えて電子制御工学科のモノづくりを介した交流を促し、他学科にも
開かれたオープンラボとして整備を行う。

２）クリエイティブ・コア１
　機能が陳腐化したボイラー室をモノづくりの拠点スペースの一つとして転用する。ロボット研究部、エコラン部など複
数のクラブの共用を想定して高い階高を活かしたモノづくり拠点の一つとする。

３）クリエイティブ・コア２
　老朽化している文化部部室、廃止する室内運動場のモノづくり工房への面積の転用、老朽化した屋外トイレ・シャワー
室を併せて３つの施設を連動させてクリエイティブ・コア２とする。複数クラブの部室の共用、モノづくりリテラシーの
活動などにより、分野を超えて連携したモノづくりの場として計画を行う。

４）モノづくりテラス
　クリエイティブコア２と関係づけ、かつスポーツテラスと隣接する場所に、室外に広がるモノづくりの場としてのテラ
スを計画することでインテリジェントアスリートのイメージが表出するエリアとする。

５）水理実験室
　大型水路などを有し、環境都市工学科が所有する老朽化した水理実験室について、内部の実験施設の様子がクリエイティ
ブ・ネットワークの一部として可視化される空間として建屋を改修する。

６）専攻科棟
・地域連携室の専攻科棟への移設

　モノづくりに関わる先端設備を備える地域連携室は現在、福利施設２階に設置されているが、設置の背景には適切な位

自転車、歩行者の
安全性を検討
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電子制御工学科
オープン Lab

環境都市工学科
　水理実験室

クリエイティブコア2

スポーツトレイル

クリエイティブネットワーク

共同研究室

専攻科棟

クリエイティブ
コモンズ

起業家工房
3階

情報処理
センター図書館

1F
2F

一号館

図書館

言の葉テラス

工具・演習室

(920)
専攻科棟

５号館
テクノセンター

(200)水理実験室

多目的コート（２面）
　　（地域連携）

クリエイティブコア２
（部室、工房）
１５４㎡

オープンラボ（１階）

モノづくりテラス

スポーツトレイル
内回り約880m

クリエイティブ・ネットワーク

クリエイティブコア２
（部室、工房、トイレ）

380㎡

スポーツテラス
共
同
研
究
室

産官学連携室

駐車場

令和４年度営繕事業（事業区分 B）、
及び令和５年度岐阜高専学生会事業
として学生の主体的な活動により整
備した。

部室

部室

ギャラリー 部室

シャワー・トイレ
モノづくりテラス

スポーツテラス

多目的
コート

拡大図

＜クリエイティブコア、スポーツテラス周辺整備イメージ＞
　クリエイティブネットワーク（C.N.) を構成する施設群（クリエイティブコア１・２、モノづくりテラス、電子制御工学科オープ
ンラボが集積し、また多目的コート、スポーツテラスなどによって構成されるスポーツトレイル（S.T.）が交差するエリアであるキャ
ンパス東南部は学生たちにとって授業を終えて集まり、能動的、主体的にモノづくりや運動を楽しむもう一つのキャンパスとなる。

クリエイティブコア1

電子制御工学科
オープン Lab

環境都市工学科
　水理実験室

クリエイティブコア2

クリエイティブコア1
共同研究室

モノづくり
テラス

スポーツテラス

多目的
コート

■計画イメージ

置に室がなかったことがあり、クリエイティブネットワーク構築に伴い、専攻科棟に移築することでクリエイティブネッ
トワークにおけるモノづくりの高度化を図る。
・共同研究室

　専攻科棟への地域連携室の移設に伴い、不足する研究室をクリエイティブネットワークと関係付けできる位置に共同研
究室として増築する。共同研究室は学科を超えた若手教員の居室とし、教員相互、あるいはモノづくりに取り組む学生た
ちとの情報の交換、コミュニケーションを促す場を計画する。

７）テクノセンター
　既存施設であるテクノセンター及び工具・演習室をクリエイティブネットワークの中に位置付ける。クリエイティブネッ
トワークを有効に機能させるために施設の一部を改修し、現在不足しているNC加工機などの木工系の設備を導入し、モ
ノづくり環境の充実を図る。

８）クリエイティブネットワークを機能させるための整備
・２クラス対応教室の整備

　共通の授業を２クラス同時に受講できることによって教員の担当する授業時間を一定程度減らすことで教員の研究や学
生主体のモノづくり活動の支援に振り分ける時間を作り出すことが可能になる。そこで図書館棟１階のクリエイティブコ
モンズ、６号棟４階の大講義室、４号棟２階のモノづくりセミナールームを２クラス同時授業が可能な教室として整備する。
ただし、大幅な改修は行わず、設備や什器の充実を図ることでこれを実現する。
９）ゲストハウスの設置
　本校に来校し、短期、中期にわたって滞在する外部研究者の宿泊用宿舎（ゲストハウス）を設置し、クリエイティブネッ
トワークと結びつけることで研究者間の学術面での交流のみではなく、学生たちのモノづくり活動に刺激を与える環境を
作り出す。設置するゲストハウスは原則として既存施設の改修、転用によるものとする。ゲストハウス設置に向けては学外、
海外との研究活動や教育に関する交流に関わるプログラムを積極的に推進することが必要となる。
　具体的な既設対象としては以下の２施設が考えられる。
　・木造・RC 造職員宿舎の活用

　木造職員宿舎は本校が都市計画区域に含まれたことによって、現在既存不適格建築物（建設当初は建築基準法を満たし
ていたが、現在の法律の規定は満たしていない建物）となっている。この宿舎の敷地は一般住宅用地であり、ゲストハウ
スは敷地を学校用地に変更が必要となる可能性があり、さらに用地指定の変更には既存宿舎を現行基準法に適合させる改
修を施す必要が生じる。
　・学生寮管理棟の活用

　学生寮管理棟の２階居室の活用は用地の変更を伴わなくてもよいという点では容易だと考えられる。ただし、近い将来、
寮改修などによって寮学生を収容可能な居室の状況の変化が予測される場合、学生用宿泊施設として残しておく必要があ
るため、寮改修以降に整備することになる。
　ゲストハウスについては上記の２施設を対象として、実現の方策について検討する。
■スポーツトレイルに接続する施設の整備内容
１）多目的コートの設置
　現教職員宿舎木造棟の１３戸を廃止し、その一部に多目的コート２面を設ける。この多目的コートは地域にも開放され
るものとする。ただし、ゲストハウスとしての転用が可能な場合は廃止戸数を変更する。
２）第二体育館の改修（更衣室・トイレの整備）
　現在、トイレ、更衣室などがない第二体育館の機能を補完することを主な目的として改修を行う。女子学生の増加、社
会の多様化を踏まえてユニバーサルデザイン化を図りつつ、女性用トイレと更衣室、及びオールジェンダー用トイレと更
衣室を整備する。
３）スポーツテラスの整備
　図に示す位置にスポーツトレイルに接続し、かつクリエイティブコア２、モノづくりテラスと近接する位置にストレッ
チングや休憩の場となるスポーツテラスを設けることで、学生たちのアクティブな取り組みが表出する場を作り出す。
■２つのネットワークを補完する整備
１）サイン計画、ベンチ、照明などの設置
　学内に点在し、放課後や休日の学生の主体的な活動の場であり、地域に開かれた活動の場となるクリエイティブネット

ワーク、スポーツトレイルを構成する施設を結びつけ、ネットワークを明示するためにサイン計画、鋪道整備、照明設備・
ベンチの設置などを行う。
２）駐車場
　クリエイティブネットワークの整備のための用地となる５号館、６号館、専攻科棟に隣接する現駐車場エリアの代替と
して、また地域住民や地域企業がスポーツトレイルやクリエイティブネットワークにアクセスすることを容易にするため
に廃止した宿舎の跡地に多目的コートと併せて、駐車場を設置する。
３）老朽化した川沿いのフェンスの一部撤去による修景
　糸貫川沿いの歩道に面してフェンスが設置されているが、一部は老朽化している。歩道と岐阜高専敷地の間には側溝や
高低差があり、フェンスがなくても容易には行き来できない。このフェンスを撤去することによって糸貫川沿いの歩道に
向けてより良好な景観が形成される。
４）合宿所の位置付け
　２つの合宿所（第一陵雲荘、第二陵雲荘）は長期休暇中のモノづくり系、運動にわたる学生の活動を支える重要な施設
であり、インテリジェントアスリートキャンパスの中で位置付けることは重要であるが、現在、合宿所のあり方について
は学内で議論が行われており、現施設整備マスタープランにおいては位置付けを行わず、議論の推移を見守ることとした。
■　キャンパス全体のバリアフリー化について
　岐阜高専に通う学生や勤務する教職員の背景の多様化していることも踏まえ、キャンパスマスタープランに関わらず、
すべての施設整備はインクルーシブデザイン（多様な属性を持った使用者に配慮してあらゆる人たちが使いやすいデザイ
ン）の観点を導入し、学生・教職員が使いやすい空間づくりを行う。
　また、学内各施設の整備時にバリアフリー化を進める。このことによって構内全体に張り巡らされるクリエイティブネッ
トワーク、スポーツトレイルはあらゆる人がアクセスできるようになる。
■陳腐化・老朽化対策
・寮食堂改修
　現在、寮食堂は設備の老朽化・陳腐化しており、円滑な寮食堂の運営が困難になっている。そのため、寮食堂を早期に改修、
設備の更新を図る必要がある。

＜地域連携＞
　今後、施設整備を進める上でも地域と多様な形で連携を進めていくことは重要である。施設整備に関する多様な地域と
の連携は大別すると次の２点に集約される。１点目は岐阜高専の有する専門的な技術や学園環境を地域の産業や教育に提
供し、豊かな地域社会作りにいかに寄与しうるかであり、２点目はいかに地域の支援を得て、効率的な施設運営を図るか
という点である。施設整備マスタープランにおいてもこの２点を地域連携の重要なポイントと位置付ける。
■地域貢献
１）クリエイティブネットワークを活用した地域貢献プログラム
　学生たちの活動の場であるクリエイティブネットワークを地域に開放する。具体的にはオープンラボやクリエイティブ
コアなどを活用した公開講座、リテラシー活動などによる教育プログラム及び、テクノセンター、地域連携室などを舞台
とする地域企業とのスタートアッププログラムや共同のモノづくり活動や技術開発などを積極的に展開する。
２）スポーツトレイルの地域への開放
　現在、体育館は地域開放施設であり、また、グラウンドを利用して陸上部による教室も開かれている。これらに加えて
新たに設ける多目的コートも地域開放施設とする。また、約８８０mのスポーツトレイル自体も地域の人々が散歩やジョ
ギングできる安全な環境として活用できるようにし、第２体育館に設けるジェンダーレス更衣室、トイレも使用可能とする。
３）地域連携を踏まえた駐車場の計画
　木造教職員宿舎の廃止後の跡地に設ける駐車場に関して、駐車場への進入動線や開放時の駐車台数などを考慮して計画
することで地域住民や地域企業の利用の円滑を図る。
■地域との協働
 クリエイティブネットワーク、スポーツトレイルの整備・運営に関して地域（企業、行政、市民）と活用プログラムに関
して協議を行い、また、経済的な支援を受け入れるための枠組みを構築した上で具体的に協働を進める。

＜インテリジェントアスリートキャンパス実現に向けた方針＞
・モノづくりアスリートを支援するための活動拠点の整備
　老朽化した文化部部室や用途変更が必要な施設を再構成・再配置して、主として放課後に行われる学生主体のさまざま
なモノづくり活動の拠点となる充実した設備を備えた施設を整備する。

・クリエイティブな運動空間への進化
　運動部部室、体育館などの更新、外構・構内道路などを含めて、総合的に計画を行い、
伸び伸びと体を動かすことができるキャンパスへと整備を進める。
・効率的なキャンパス運営の実現
　老朽化した施設の廃止の検討や既存施設の設備を見直しによって省エネルギー化を図る
ことによって運営コストの低減を図る

・地域に開かれたキャンパス空間へ
　地域との関係強化
　・地域への研究・教育を通した貢献
　・施設の地域への開放の推進（既に図書館や運動施設は制度的には開放）
　・地域からのサポート

＜整備計画＞
■２つのネットワークの設定とアクティビティの可視化
　構内に放課後の学生主体の活動、地域企業との連携の舞台となる各施設を結びつけるク
リエイティブ・ネットワーク（C.N.）と地域にも開放された体を動かすことを楽しむた
めのスポーツトレイル(S.T.）という２つのネットワークを設定する。（図）このネット
ワークに関わる施設は学生たちのアクティビティが表出するように透明性を持った大きな
開口部を設ける、屋外テラスと一体的につなげるなど、それぞれの施設が属するネットワ
ークに対して開放的に計画を行う。また、経路を示すサイン計画、ベンチやテラスの設置

などを行う。これらの方法によってネットワークが有機的に機能し、アクティビティが可視化される。
■クリエイティブネットワークを構成する施設の整備内容
１）オープンラボ
　電子制御工学科棟の改修にあたり、１階を学年を超えて電子制御工学科のモノづくりを介した交流を促し、他学科にも
開かれたオープンラボとして整備を行う。

２）クリエイティブ・コア１
　機能が陳腐化したボイラー室をモノづくりの拠点スペースの一つとして転用する。ロボット研究部、エコラン部など複
数のクラブの共用を想定して高い階高を活かしたモノづくり拠点の一つとする。

３）クリエイティブ・コア２
　老朽化している文化部部室、廃止する室内運動場のモノづくり工房への面積の転用、老朽化した屋外トイレ・シャワー
室を併せて３つの施設を連動させてクリエイティブ・コア２とする。複数クラブの部室の共用、モノづくりリテラシーの
活動などにより、分野を超えて連携したモノづくりの場として計画を行う。

４）モノづくりテラス
　クリエイティブコア２と関係づけ、かつスポーツテラスと隣接する場所に、室外に広がるモノづくりの場としてのテラ
スを計画することでインテリジェントアスリートのイメージが表出するエリアとする。

５）水理実験室
　大型水路などを有し、環境都市工学科が所有する老朽化した水理実験室について、内部の実験施設の様子がクリエイティ
ブ・ネットワークの一部として可視化される空間として建屋を改修する。

６）専攻科棟
・地域連携室の専攻科棟への移設

　モノづくりに関わる先端設備を備える地域連携室は現在、福利施設２階に設置されているが、設置の背景には適切な位
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＜オープンラボ（電子制御工学科）＞　
C.N. を構成するモノづくり関連スペースとしても位置付け、電子制御工学科棟１階に開放的なモノづくり
ワークショップスペースとしてオープンラボを設けた（既改修）。オープンラボは電子制御工学科のモノづく
り教育の場としてだけではなく、学科や学年を超えた活動の場として活用することを想定している。
　各学科に属する施設、全体で共有する施設が連携して構成され、全ての学生を対象とするC.N. では学科
の特色も重要となる。そこで電子制御工学科棟改修に合わせ電子制御工学科のアイデンティティのデザイン
も行った。

＜言の葉テラス＞　

オープンラボイメージ

電子制御工学科アイデンティティデザイン

＜共同研究室＞
　学科を超えて若手教員が利用することを想定した共同研究室
を設ける。研究室内に各教員の専用スペースと連続した共有ス
ペースの充実を図ることによって、学科にこだわらない様々な
情報の共有を図ることが可能になる。また、C.N. の一部として
位置付けクリエイティブコア１、２に近接する位置に配するこ
とでモノづくりに取り組み学生たちとのコミュニケーションも
促せる。

共同研究室
平面イメージ

コ
モ
ン
ス
ペ
ー
ス

教員専用
スペース

　言の葉テラスは、岐阜高専図書館前庭に学生の主体的な活動によって整備された（令和４年
度営繕事業（事業区分 B）、及び令和５年度岐阜高専学生会事業）。計画に関わった学生たちは
設計のみでなく業者の指導のもと施工も体験した。言の葉テラスの建設は図書館及び前庭の雰
囲気を大きく変えることになった。それまで使用されていなかった閲覧室と前庭をつなぐ入り
口に職員の寄付による管理設備が設けられ直接出入りできるようになったこと、植栽が整理さ
れ閲覧室にも前庭から光がより入るようになったことによって、明るく開放的な閲覧室と前庭
の連続性が生まれた。この改善された環境の中で言の葉テラ
スは休み時間や放課後のバスの待ち時間、図書館の利用の合
間に学生たちがくつろぐ外部空間として定着している。この
言の葉テラスもクリエイティブネットワーク、スポーツトレ
イルの一部としてマスタープランに位置付けられている。

電子制御工学科共用廊下側エントランス（改修後）

新たに設けられた開放的なオープンラボ

コモンスペース ギャラリー機能を備えたエントランスホール

計画段階の言の葉テラス

令和４年度整備後（鳥瞰写真）

令和４年度整備後写真（前庭から）

施工体験

設計・施工に関わった学生
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入出庫口 ・南門から距離をとる
・間口は広めに

・入出庫口近くは一方通行の誘導標示
・位置，大きさなどはイメージ

内法半径余裕を作るた
めのスペースを形成

走行路（車路）は7.0mあればOKです。

設計基準等に照らしても原案のレイアウトは概ね収まると考えます
入出庫口の視認性，安全性，場内の走行円滑正を考慮し駐車マスの占有場所等を微修正しています．
駐車区画（駐車マス）は普通車なら6.0m×2.5mが基準です．駐車需要が不明なため駐車マスの区割りは見せていません。

■地域連携プログラムのイメージ
＜サマーカレッジ・ワークショップ＞

　クリエイティブネットワークを構成する各施設及び宿泊施設などを活用し、在校生、地
域企業や小中学生などを対象としたまちづくりや地域産業の振興、理系教育のためのサマ
ーカレッジなどの公開講座、ワークショップなどを企画、開催する。

＜ロボット研究所＞
　機械工学科研究室と建築学科研究室が２０２１年度から関市の古民家で実施している
STEAM教育プログラム「ロボット研究所」を定期的にクリエイティブコア１及び２で実
施する。

＜キャンパスウォーキング＞
　週末にキャンパスを開放し、地域住民にスポーツトレイルを歩いてもらう。途中、スポ
ーツテラスでヨガやストレッチをしたりして楽しむ。本校元教員も名を連ねる本巣市スポ
ーツマイスターの指導を受けることもできる。

＜マルチボールゲームデイ＞
　多目的コートを活用して、テニスや3on3、など１日の中で様々な球技を楽しむ。

　老朽化した文化系クラブ部室やシャワー室を統合し、建て替
えるクリエイティブコア２は、ギャラリー、コモンスペースな
どの共有スペースの充実や稼働間仕切りの導入によって美術部
やエコラン部などのクラブ間の連携を促す空間とする。また、
モノづくりテラスは休憩スペースとして使われるだけでなく、
クリエイティブコア２との関係性を高めることで外部での作業
や動作確認など場となることで各クラブのアクティビティを高
めるとともにスポーツトレイルを散歩する地域住民が高専の学
生の活動に目を留める機会を生み出す。

＜駐車場整備ガイドライン＞
　専門的観点から、地域連携と関
連する駐車場計画の検討を行った
。ワーキンググループの議論では
、学生の送迎車用のロータリーを
設ける案も出されたが、安全性の
確保が難しいため、駐車場のみと
することにした。このガイドライ
ンに基づき、計画時に詳細に設計
を進める。

モノづくりテラスイメージ
クリエイティブコア２とモノづくりテラスの関係のイメージ

ギャラリー

収納

平面図イメージ

ギャラリー 可動間
仕切り収納

外部収納

トイレ・シャワー室

コモンスペース

コモンスペース

＜活動の広がりを生む「クリエイティブコア」ー「モノづくりテラス」＞
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６号館改修

安藤記念館
（屋内運動場）

改修

５号館改修
（オープンラボ設置）

第２体育館改修
（ジェンダーレス
更衣室、トイレ）

C寮改修

ゲストハウス設置

スポーツ
トレイル
整備

クリエイティブ
ネットワーク

整備

運営効率化・
合理化

教職員宿舎及びプール
屋内運動場廃止

共同研究室（新設）
専攻科棟改修

令和 10 年度令和６年度 令和 7年度 令和 8年度

武道館改修

ボイラー室転用・改修
 （モノづくりコア１）

令和 9年度 令和 14 年度

モノづくりコア２
　　　（新設）

テクノセンター
一部改修

令和 11 年度

多目的コート及び
駐車場新設

令和 12 年度

クリエイティブテラス
・スポーツテラスの整備　サイン計画・ベンチなどの整備

令和 13 年度

２号館空調設備改修

寮食堂改修

大型整備予算で申請（既定）

大型整備予算で申請（新たに申請）

小額予算で申請

名称

モノづくりコア１

工具・演習室

専攻科棟

産官学連携室

共同研究室

水理実験室

クリエイティブ
テラス

C.N.サイン計画

C.N.動線整備

ゲストハウス

第二体育館

スポーツテラス

外灯設置

多目的コート２面

駐車場

寮食堂・浴室

オープンラボ

テクノセンター

モノづくりコア２

ス 

ポ 

ー 

ツ

ト 

レ 

イ 

ル

ク 

リ 

エ 

イ 

テ 

ィ 

ブ 

ネ 

ッ 

ト 

ワ 

ー 

ク

寮
食
堂

 

改
修

S.T.サイン計画

項目

用途変更・改修

移設・建替

現状維持

改修

改修

移転

新設

建替

新設

新設

改修・新設

改修

新設

新設

新設

新設

改修

改修

一部改修

新設

プロジ
ェクト

　この施設整備マスタープランは、継続的な改修や移設、建替を通してイキイキとした学生および教職員の活動の場となるインテリジェントテクノアスリートキャンパスを実現しようとする
ものであり、また持続的に地域との相互関係を深め、地域に寄与しようとするものである。このマスタープランの主旨を実現するには、個々の施設の整備を結びつけて線として繋いでいく必
要がある。また、地域（行政、企業、市民など）との連携の仕組みを確立する必要がある。
１）施設整備マスタープラン実現に向けた体制の構築
　学内に構築するマスタープラン実現のための体制を図に示す。具体的には、整備事業の実行の統括者とした校長、事務部長は行政や企業との包括的な連携を担当し、クリエイティブネットワー
ク、スポーツトレイルに関連するプロジェクトを担当する副校長、教員、事務で構成される担当スタッフによって構成される。このチームは国立高専機構本部と各プロジェクトについて緊密
に連携しながら事業を進める。また、地域との関係においては関連するプロジェクトについて、企業や行政と提案、交渉を行い、学内的には各整備事業のマスタープランとの整合性を検討し、
計画の方向づけを確認した上で施設係など関連部署が具体的な整備事
業、関連プロジェクトを進める。
２）地域連携の枠組みの整理
　活動プログラムの内容、施設整備への地域からの資金導入、施設整
備、運営も含めて地域連携に向けて執行部（主管会議構成メンバー）
を中心に検討を行う。具体的には、若鮎会（岐阜高専同窓会）記念事
業、基金の設立、P.F.I.（Private-Finance-Initiative）やクラウドファ
ンディングの導入など地域からの資金や技術協力の受け皿について、
及び地域で活躍する本校卒業生であるエンジニアや地元企業の技術、
ノウハウを活かした整備計画や整備後の活動プログラムなどが検討の
対象となる。
３）プール廃止に伴う教育内容の見直し
　①　授業科目「体育」における見直しについては、教務会議及び一
般科目（自然）において検討を行う。
　②　課外活動におけるプール利用のあり方については、学生会議に
おいて検討を行う。

岐阜高専
高専機構本部

図　マスタープラン実現に向けた体制

地域連携協力会
スタートアップ
関係協力企業
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北方町　など

資金受入

校長 事務部長

総務課職員
教員

総務課職員

財務係

教員

研究主事学生主事

地域連携学内における
施設計画

スポーツ
トレイル

クリエイティブ
 ネットワーク

ネーミングライツ
施設建設支援
運営支援

地域共同プログラム
（ワークショップ、モノづくり講座など）

地域開放プログラム
（スポーツトレイル、図書館、体育館など）

統括 企業 行政

プログラム・
機能の検討

実施体制

提案・交渉

事業内容、方法に
ついての検討・共有

実施
など

計
画

施設係

施設係
財務施設委員会

■施設整備年次計画

■施設整備マスタープランの実現に向けた体制の構築
表　マスタープランの対象となる事業リスト


